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スイス刑法における違法性の意識と違法性の錯誤

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
と
違
法
性
の
錯
誤

薮
　
　
中

　
　
　
　
悠

一
　
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
・
概
観
す
る
と
と
も
に
、
違
法
性
の

錯
誤
に
陥
っ
た
行
為
者
の
免
責
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る（

（
（

。

一
　
は
じ
め
に

二
　
ス
イ
ス
刑
法
二
一
条
の
成
立

　（
一
）　
旧
二
〇
条
の
成
立
経
緯
と
そ
の
基
本
的
内
容

　（
二
）　
二
〇
〇
二
年
刑
法
改
正
の
趣
旨

　（
三
）　
小

　
括

三
　「
違
法
性
の
意
識
」
に
つ
い
て

　（
一
）　
判
例
の
立
場

　（
二
）　
認
識
の
対
象
と
し
て
の
「
違
法
性
」

　（
三
）　
違
法
性
の
意
識
の
「
程
度
」
等

　（
四
）　
小

　
括

四
　「
違
法
性
の
錯
誤
」
に
つ
い
て

　（
一
）　
意
義
と
種
類

　（
二
）　
法
律
効
果

　（
三
）　
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断

五
　
若
干
の
検
討

　（
一
）　
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
と
そ
の
性
格

　（
二
）　
弁
護
士
等
の
私
人
の
回
答
を
信
じ
た
場
合
に
つ
い
て

六
　
お
わ
り
に
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本
論
に
先
立
ち
日
本
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
議
論
の
状
況
を
素
描
す
る
と
、
判
例
は
、
故
意

犯
と
し
て
の
処
罰
の
た
め
に
は
違
法
性
の
意
識
は
必
要
な
い
と
す
る
立
場
（
違
法
性
の
意
識
不
要
説
）
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
違

法
性
の
意
識
不
要
説
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
が
行
為
時
に
違
法
性
の
意
識
を
欠
い
て
い
た
と
し
て
も
、
す
な
わ
ち
、
違
法
性
の
錯
誤
に

陥
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
犯
罪
の
成
立
は
否
定
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
百
円
札
模
造
事
件
に
関
す
る
最
高
裁
昭
和
六
二
年

七
月
一
六
日
決
定（

（
（

は
、「
行
為
の
違
法
性
の
意
識
を
欠
く
に
つ
き
相
当
の
理
由
が
あ
れ
ば
犯
罪
は
成
立
し
な
い
と
の
見
解
の
採
否
に

つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
検
討
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
本
件
各
行
為
を
有
罪
と
し
た
原
判
決
の
結
論
に
誤
り
は
な
い
」
と
、
行
為
者
が

違
法
性
の
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
犯
罪
の
成
立
を
阻
却
す
る
余
地
を
残
し
た
判
示
を
し
て
い

る
。
当
該
判
示
に
つ
い
て
は
、「
最
高
裁
判
例
が
伝
統
的
に
と
っ
て
き
て
い
る
違
法
性
の
意
識
不
要
説
に
つ
い
て
再
検
討
の
余
地
が

あ
る
と
の
問
題
意
識
を
示
そ
う
と
し
た
も
の（

（
（

」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
級
審
裁
判
例
で
は
、
同
決
定
よ
り
以
前
か
ら
、
そ

し
て
、
そ
れ
以
降
も
違
法
性
の
錯
誤
に
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
て
故
意
を
阻
却
し
、
犯
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
事
例
が
散
見
さ

れ
る（

（
（

。

　

日
本
の
学
説
で
は
、（
故
意
の
要
素
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
独
立
の
責
任
要
素
と
し
て
）
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
が
必
要
で
あ
る
と

す
る
見
解
が
通
説
的
見
解
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
判
例
・
裁
判
例
の
状
況
を
受
け
て
、
い
か
な
る
場
合
に
違
法
性
の

意
識
の
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
の
か
（
い
か
な
る
場
合
に
違
法
性
の
錯
誤
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
い
え
る
の
か
あ
る
い
は
、
い
か
な
る
場

合
に
違
法
性
の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
の
か
）
に
つ
い
て
の
検
討
が
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
時
、
違

法
性
の
錯
誤
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
免
責
の
構
造
や
考
慮
要
素
に
つ
き
、
ア
メ
リ
カ
法
の
知
見
も
取
り
入
れ
た
注
目
す
べ
き
見
解
も
主

張
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
の
議
論
状
況
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
ス
イ
ス
に
お
け
る
議
論
を
参
照
す
る
。
ス
イ
ス
法
を
参
照
す
る
の
は
、

以
前
か
ら
ス
イ
ス
刑
法
一
般
に
関
し
て
「
ス
イ
ス
の
刑
事
法
制
や
学
説
は
、
国
境
を
接
す
る
独
仏
伊
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法
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思
想
と
深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
比
較
を
行
う
上
で
、
重
要
な
知
見
を
提
供
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、「
ス
イ
ス
刑
事
法
学
を

研
究
す
る
必
要
性（

（
（

」
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
に
関
し
て
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断

基
準
の
具
体
化
が
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
点
で
日
本
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
こ
と（

（
（

、
ま
た
、
近
時
、
弁
護
士
等
の
私
人
に
よ

る
（
誤
っ
た
）
助
言
に
従
っ
た
場
合
の
免
責
可
能
性
に
関
し
て
検
討
し
た
論
考（

（
（

も
公
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
点
で
注
目
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
第
二
章
で
「
違
法
性
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
規
定
す
る
ス
イ
ス
刑
法
二
一
条
の
成
立
経
緯
を
概
観
す
る
。
現
在

の
議
論
の
主
な
内
容
が
旧
規
定
下
の
判
例
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
一
条
と
そ
の
前
身
規
定
と
の
関
係
な
ど
を
確
認

す
る
。
続
い
て
、
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
が
免
責
さ
れ
る
た
め
に
は
行
為
の
際
に
自
己
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
「
認
識

せ
ず
」、
か
つ
、「
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
が
必
要
と
な
る
の
に
対
応
し
て
、
第
三
章
で
は
い
か
な
る
場
合
に
違
法

性
の
意
識
を
欠
く
と
し
て
違
法
性
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
関
す
る
議
論
を
、
第
四
章
で
は
違
法
性
の
錯
誤
に
陥
っ
た
行
為
者

が
免
責
さ
れ
る
基
準
、
す
な
わ
ち
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断
に
関
す
る
議
論
を
取
り
上
げ
る
。
第
五
章
で
は
前
章
ま
で
の
内
容

や
実
際
に
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
案
を
素
材
と
し
て
、
違
法
性
の
錯
誤
に
陥
っ
た
行
為
者
の
免
責
の
あ
り
方
に
つ
い

て
若
干
の
検
討
を
行
う（

（1
（

。
二　

ス
イ
ス
刑
法
二
一
条
の
成
立

　

現
行
の
ス
イ
ス
刑
法
典
は
、
一
九
三
七
年
一
二
月
二
一
日
に
成
立
し
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

同
刑
法
典
の
成
立
当
時
、
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
内
容
は
二
〇
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
〇
条
は
、
そ
の
後
、
二
〇
〇

二
年
に
行
わ
れ
た
改
正
に
よ
り
条
番
号
が
二
一
条
と
な
り
、
内
容
の
一
部
が
変
更
・
修
正
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る（

（1
（

。
改
正
後
の
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二
一
条
は
、
違
法
性
の
錯
誤
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る（

（1
（

（
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
照
ら
し
て
、
以
下
で
は
二
〇
〇
二
年
改
正
前
の

二
〇
条
に
つ
い
て
は
「
旧
二
〇
条
」
と
い
い
、
現
在
の
二
一
条
に
つ
い
て
は
「
現
二
一
条
」
と
い
う
）。

【
現
二
一
条　

違
法
性
の
錯
誤
（Irrtum

 über die Rechtsw
idrigkeit

）】

　

行
為
の
遂
行
の
際
に
自
己
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず
、
か
つ
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
責
任
な
く

行
為
し
た
も
の
と
す
る
。
錯
誤
が
回
避
で
き
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
刑
を
減
軽
す
る
。

　

本
章
で
は
、
ま
ず
旧
二
〇
条
の
成
立
経
緯
と
判
例
に
よ
る
同
条
の
基
本
的
解
釈
を
概
観
す
る
。
次
に
二
〇
〇
二
年
の
改
正
法
に
よ

り
旧
二
〇
条
が
修
正
さ
れ
た
趣
旨
を
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
り
、
次
章
以
下
の
議
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
旧
二
〇
条
と

現
二
一
条
と
の
関
係
性
な
ど
を
把
握
す
る
。

（
一
）　

旧
二
〇
条
の
成
立
経
緯
と
そ
の
基
本
的
内
容

1　

旧
二
〇
条
の
成
立
経
緯（

（1
（

　

ス
イ
ス
で
は
、
一
八
九
八
年
の
憲
法
改
正
に
よ
り
連
邦
に
刑
法
の
制
定
権
限
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
、
刑
法
の
制
定
は
各
州
（
カ
ン

ト
ン
）
の
権
限
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
三
七
年
刑
法
の
成
立
以
前
は
、
一
八
五
三
年
連
邦
刑
法
（
政
治
犯
な
ど
一
部
の
犯

罪
を
規
定
）
と
各
州
の
刑
法
と
が
存
在
し
、
ス
イ
ス
連
邦
の
統
一
的
な
刑
法
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
各
刑
法
が
違
法
性

の
錯
誤
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
の
か
を
見
て
み
る
と
、
連
邦
刑
法
に
は
各
則
の
罰
則
は
行
為
又
は
不
作
為
が
「
違
法

な
故
意
で
」
行
わ
れ
た
場
合
に
の
み
適
用
可
能
で
あ
る
と
す
る
故
意
説
的
な
規
定
（
一
一
条
）
が
あ
っ
た
が
、「
法
の
不
知
は
害
す

る
」
と
い
う
不
要
説
の
立
場
が
各
州
の
刑
法
の
主
流
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

一
九
三
七
年
に
初
め
て
成
立
す
る
統
一
的
な
刑
法
典
の
立
法
過
程
で
は
、
①
一
八
九
三
・
一
八
九
四
年
予
備
草
案（

（1
（

（
い
わ
ゆ
る
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シ
ュ
ト
ー
ス
草
案
）
や
、
②
第
一
次
専
門
家
委
員
会
が
①
の
予
備
草
案
を
審
議
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
一
八
九
六
年
予
備

草
案（

（1
（

、
③
一
九
〇
三
年
予
備
草
案（

（1
（

、
④
一
九
〇
八
年
予
備
草
案（

（1
（

、
⑤
第
二
次
専
門
家
委
員
会
が
一
九
〇
八
年
予
備
草
案
（
④
）
を
審

議
し
て
得
ら
れ
た
一
九
一
六
年
予
備
草
案（

（2
（

、
そ
し
て
、
⑥
一
九
三
七
年
刑
法
典
の
原
案
で
あ
る
一
九
一
八
年
政
府
草
案（

（2
（

が
作
成
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
草
案
の
う
ち
一
八
九
三
年
予
備
草
案
に
は
違
法
性
の
意
識
に
関
す
る
固
有
の
規
定
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
八
九

四
年
予
備
草
案
以
降
、
現
行
刑
法
の
原
案
の
一
九
一
八
年
政
府
草
案
に
至
る
ま
で
、
故
意
に
つ
い
て
規
定
す
る
規
定
と
は
別
に
違
法

性
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
一
八
年
政
府
草
案
の
一
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

【
一
九
一
八
年
政
府
草
案　

第
一
八
条
】

　

当
該
行
為
が
許
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
犯
罪
を
行
っ
た
者
は
、
そ
の
刑
が
減
軽
さ
れ
う
る
（
第
六
二
条
）。

　

違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
が
定
め
る
法
律
効
果
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
九
一
八
年
政
府
草
案
ま
で
は
刑
の
減
軽
の
み
が
認
め

ら
れ
て
い
た（

（2
（

。

　

一
九
一
八
年
政
府
草
案
を
審
議
し
た
結
果
成
立
し
た
一
九
三
七
年
刑
法
の
旧
二
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た（

（2
（

。

【
旧
二
〇
条
（
法
律
の
錯
誤
〔Rechtsirrtum

〕）】

　

行
為
者
が
十
分
な
理
由
に
基
づ
い
て
当
該
行
為
が
許
さ
れ
て
い
る
と
思
料
し
た
場
合
に
、
裁
判
官
は
、
自
由
な
裁
量
に
よ
り
、
刑
を

減
軽
し
（
第
六
六
条
）、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

当
該
規
定
が
前
提
と
す
る
違
法
性
の
意
識
の
体
系
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
一
般
に
、
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
を
故
意
と
は
別
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個
の
責
任
要
素
と
す
る
責
任
説
を
前
提
に
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
一
八
年
政
府
草
案
の
修
正
を
提
案
し
た

国
民
議
会
（N

ationalrat

（
（2
（

）
の
議
事
録
に
は
、
故
意
説
を
主
張
し
て
い
たErnst H
after

の
批
判
を
受
け
入
れ
た
と
の
記
述
も
見
ら

れ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
成
立
当
時
の
旧
二
〇
条
の
法
的
性
格
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い（

（2
（

。

　

政
府
草
案
一
八
条
と
旧
二
〇
条
と
を
比
較
す
る
と
、
旧
二
〇
条
で
は
法
律
要
件
と
し
て
行
為
者
の
錯
誤
が
「
十
分
な
理
由
」
に
基

づ
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
法
律
効
果
と
し
て
刑
の
免
除
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
民
議
会
に
お
い
て
提
案
さ

れ
た
修
正
に
よ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
と
き
の
議
事
録
を
見
る
限
り
で
は
そ
の
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
そ
の
後
に
同
草
案
お
よ
び

国
民
議
会
の
修
正
提
案
を
審
議
し
た
全
州
議
会
（Ständerat

）
の
議
事
録
に
も
、
当
時
の
軍
刑
法
一
七
条
と
平
仄
を
合
わ
せ
た
旨
の

記
述
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る（

（2
（

。

　

最
終
的
に
、
全
州
議
会
は
国
民
議
会
の
修
正
提
案
に
賛
成
し
た
た
め
、
先
の
内
容
で
旧
二
〇
条
は
成
立
し
た
。

2　

旧
二
〇
条
の
基
本
的
内
容

（
1
）　

理
論
的
基
礎

　

前
述
の
と
お
り
、
旧
二
〇
条
が
、
違
法
性
の
意
識
の
体
系
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
い
か
な
る
立
場
を
理
論
的
基
礎
と
し
て
立
法

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
部
分
も
存
在
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
判
例
（
破
棄
院
一
九
四
四
年
六
月
三
〇
日
判
決
）
は
、
現
行
刑
法
の
施
行
後
間
も
な
い
一
九
四
四
年
に
す
で
に
、
一
九

三
七
年
刑
法
は
一
八
五
三
年
連
邦
刑
法
と
は
異
な
り
認
識
あ
る
い
は
意
思
を
も
っ
て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
は
故
意
で
行
為
を
し
た
も

の
と
規
定
し
て
お
り
、
違
法
性
の
意
識
は
故
意
の
内
容
で
は
な
く
、
違
法
性
の
意
識
を
欠
い
た
こ
と
は
旧
二
〇
条
で
考
慮
さ
れ
る
旨

判
示
し
て
、
責
任
説
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（2
（

。
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（
2
）　
「
十
分
な
理
由
」
の
意
義

　

旧
二
〇
条
は
、
行
為
者
の
錯
誤
が
「
十
分
な
理
由
」
に
基
づ
く
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
当
該
要
件
に
関
し
て
、
判
例
は
、
違
法

性
の
錯
誤
が
回
避
で
き
な
い
場
合
に
の
み
「
十
分
な
理
由
」
が
あ
る
と
認
め
て
同
条
を
適
用
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
に
、
錯
誤
が
「
十
分
な
理
由
」
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の
内
容
が
加
わ
っ
た
の
は
、
前

述
の
と
お
り
、
一
九
三
七
年
刑
法
の
成
立
直
前
の
国
民
議
会
に
お
け
る
審
議
段
階
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
と
き
に
、
な
ぜ
「
十
分

な
理
由
」
を
要
求
し
た
の
か
、「
十
分
な
理
由
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
違
法
性
の
錯
誤

の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
い
か
な
る
事
情
を
責
任
を
減
少
さ
せ
る
方
向
に
働
く
事
情
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
か
な
ど
が
明
ら
か
で
あ

れ
ば
、
現
在
の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
議
論
の
理
解
に
資
す
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
国
民
議
会
の
議
事
録
を
見
る
限
り
で
は
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い（

（3
（

。

（
3
）　

法
律
効
果

　

旧
二
〇
条
は
、
法
律
効
果
と
し
て
裁
量
的
な
刑
の
減
軽
又
は
免
除
を
規
定
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
判
例
（
破
棄
院
一
九
四
九
年
一
一
月
二
九
日
判
決
）
は
、「
十
分
な
理
由
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
刑
の
減
軽
に

と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
原
則
的
に
刑
を
免
除
す
べ
き
旨
の
判
断
を
示
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
責
任
な
け
れ
ば
刑
罰

な
し
」
の
原
則
と
の
適
合
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
判
決
は
、「
法
の
不
知
は
害
す
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
か
ら
「
責
任

な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
と
い
う
原
則
へ
の
転
換
を
実
現
し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

ま
た
、
判
例
は
当
初
、
旧
二
〇
条
の
適
用
が
あ
る
場
合
は
、
有
罪
で
は
あ
る
が
刑
は
免
除
す
る
と
い
う
判
決
を
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
い
た（

（3
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
判
例
（
破
棄
院
一
九
九
四
年
六
月
一
七
日
判
決（

（3
（

）
は
、
旧
二
〇
条
を
適
用
し
て
刑
を
免
除
す
る
場
合

は
、
行
為
者
に
責
任
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
な
の
で
あ
る
か
ら
無
罪
判
決
を
す
べ
き
旨
の
判
断
を
示
す
に
至
っ
た（

（3
（

。
責
任
説
か
ら
は
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違
法
性
の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
（
な
い
し
違
法
性
の
錯
誤
に
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
）
に
は
、
行
為
者
は
責
任

が
阻
却
さ
れ
、
犯
罪
は
成
立
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
無
罪
判
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
九
四
年
判
決
は
、
旧
二
〇
条
の
適

用
の
た
め
に
錯
誤
が
回
避
で
き
な
い
こ
と
（
＝
「
十
分
な
理
由
」）
を
要
求
す
る
こ
と
と
の
関
係
か
ら
、
条
文
上
は
法
律
効
果
と
し
て

裁
量
的
な
刑
の
減
軽
又
は
免
除
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
に
刑
を
科
さ
な
い
手
段
と
し
て
、
無

罪
判
決
を
す
る
こ
と
を
「
解
釈
」
と
し
て
認
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

（
二
）　

二
〇
〇
二
年
刑
法
改
正
の
趣
旨

　

前
述
の
と
お
り
、
旧
二
〇
条
は
二
〇
〇
二
年
の
法
改
正
に
よ
り
条
番
号
が
二
一
条
と
な
り
、
内
容
の
一
部
が
変
更
・
修
正
さ
れ
て

い
る
。

　

二
〇
〇
二
年
改
正
草
案
で
は
、
旧
二
〇
条
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
べ
き
旨
提
案
さ
れ
た
。

【
二
〇
〇
二
年
改
正
草
案　

第
一
九
条
（
禁
止
の
錯
誤
〔V

erbotsirrtum

〕）】

　

行
為
の
遂
行
の
際
に
自
己
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ず
、
か
つ
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
、
責
任
な
く

行
為
し
た
も
の
と
す
る
。
錯
誤
が
回
避
で
き
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
刑
を
減
軽
す
る
。

　

こ
の
改
正
草
案
一
九
条
と
現
二
一
条
と
を
比
較
す
る
と
、
タ
イ
ト
ル
は
異
な
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

現
二
一
条
の
理
解
の
た
め
に
、
同
草
案
の
理
由
書
で
当
該
改
正
の
趣
旨
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
理
由
書
で
は
、
改
正
草
案
一
九
条
は
旧
二
〇
条
に
本
質
的
な
変
更
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

続
い
て
、
改
正
草
案
一
九
条
に
お
い
て
旧
二
〇
条
の
内
容
・
法
律
効
果
の
一
部
に
修
正
・
変
更
が
加
え
ら
れ
た
趣
旨
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
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す
な
わ
ち
、
法
律
効
果
に
関
し
て
旧
二
〇
条
は
裁
判
官
が
自
由
な
裁
量
に
よ
り
刑
を
減
軽
又
は
免
除
し
う
る
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
改
正
草
案
一
九
条
は
回
避
可
能
な
法
律
の
錯
誤
と
回
避
不
能
な
法
律
の
錯
誤
と
を
区
別
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
錯
誤
が
回
避

不
能
で
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
違
法
な
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
を
行
為
者
は
知
ら
ず
、
か
つ
、
知
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

行
為
者
は
有
責
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
行
為
者
に
責
任
が
な
い
の
は
、
良
心
的
な
人
で
さ
え
も
錯
誤
を
避
け
ら
れ
な
い
場
合
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
裁
判
所
は
、
行
為
者
に
無
罪
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
単
に
刑
だ
け
を
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

れ
と
異
な
る
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
錯
誤
が
回
避
可
能
な
場
合
で
あ
る
。
錯
誤
に
気
付
き
え
た
行
為
者
は
、
当
該
事
案
に

お
い
て
有
責
に
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
責
任
は
減
軽
さ
れ
る
。
旧
二
〇
条
で
は
裁
量
的
減
軽
で
あ
っ
た
が
改
正
草

案
一
九
条
で
は
義
務
的
減
軽
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
は
刑
を
相
応
に
減
軽
す
る
。

　

条
文
の
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

す
な
わ
ち
、
改
正
草
案
一
九
条
に
は
「
法
律
の
錯
誤
」
で
は
な
く
「
禁
止
の
錯
誤
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。
法
律

の
錯
誤
と
い
う
概
念
は
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
た
め
で
あ
る
。
法
律
の
錯
誤
は
、
行
為
者
が
行
為
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
誤
解
し
た

す
べ
て
の
場
合
を
含
む
と
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
。
し
か
し
同
条
が
規
定
す
る
の
は
、
行
為
者
の
錯
誤
が
自
己
の
行
為
の
違
法
性

（
あ
る
い
は
「
禁
止
」）
に
関
係
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。

　

以
上
が
条
文
タ
イ
ト
ル
に
関
す
る
理
由
書
の
説
明
の
要
旨
で
あ
る
が
、
草
案
一
九
条
の
「
禁
止
の
錯
誤
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
不

作
為
犯
の
場
合
を
念
頭
に
置
く
と
狭
す
ぎ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
現
二
一
条
で
は
、
旧
二
〇
条
と
も
草
案
一
九
条
と
も
異
な
る
タ
イ

ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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（
三
）　

小　

括

１　

旧
二
〇
条
と
責
任
主
義

　

旧
二
〇
条
の
成
立
以
前
は
、
違
法
性
の
意
識
を
故
意
の
要
素
と
す
る
故
意
説
的
な
連
邦
刑
法
一
一
条
な
ど
の
例
外
も
一
部
で
見
ら

れ
た
も
の
の
、
多
く
の
州
の
刑
法
は
「
法
の
不
知
は
害
す
る
」
と
の
立
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
旧
二
〇
条
の
成
立
過
程
で
作
成
さ

れ
た
ほ
と
ん
ど
の
草
案
で
は
、
違
法
性
の
錯
誤
に
関
し
て
は
故
意
に
つ
い
て
規
定
し
た
条
文
と
は
別
の
条
文
で
刑
の
減
軽
を
認
め
、

最
終
的
に
一
九
三
七
年
刑
法
の
旧
二
〇
条
で
は
法
律
効
果
の
点
で
刑
の
減
軽
の
み
な
ら
ず
免
除
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
旧
二
〇
条
に
つ
い
て
判
例
は
、
①
破
棄
院
一
九
四
四
年
六
月
三
〇
日
判
決
が
、「
責
任
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
の

原
則
に
照
ら
し
て
刑
の
免
除
が
（
刑
の
減
軽
よ
り
も
）
優
先
さ
れ
る
べ
き
旨
を
判
示
し
、
そ
し
て
、
②
破
棄
院
一
九
九
四
年
六
月
一

七
日
判
決
が
、
旧
二
〇
条
の
適
用
に
よ
り
刑
を
免
除
す
る
場
合
と
い
う
の
は
被
告
人
に
責
任
が
な
い
場
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
無
罪
判

決
を
す
べ
き
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
旧
二
〇
条
に
規
定
さ
れ
た
内
容
の
枠
内
で
責
任
主
義
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
②
に
つ
い
て
は
同
条
の
枠
を
超
え
て
（
現
二
一
条
に
お
い
て
そ
れ
が
規
定
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
）
無
罪
と
い
う
法
律

効
果
を
解
釈
に
よ
っ
て
認
め
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
②
に
つ
い
て
は
、
旧
二
〇
条
は
刑
の
免
除
ま
で
認
め
て
い
る
点
で
、
刑

の
減
軽
し
か
認
め
て
い
な
い
日
本
刑
法
三
八
条
三
項
た
だ
し
書
き
と
は
異
な
る
も
の
の
、
解
釈
に
よ
り
旧
二
〇
条
が
規
定
す
る
刑
の

減
軽
・
免
除
の
い
わ
ば
延
長
線
上
に
（
責
任
阻
却
に
よ
る
）
無
罪
と
い
う
法
律
効
果
を
認
め
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

①
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
②
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
批
判
的
な
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
判
例
が
、
旧
二
〇
条
の

適
用
要
件
に
関
し
て
、「
十
分
な
理
由
」
の
存
在
を
行
為
者
が
錯
誤
を
回
避
で
き
な
い
場
合
に
の
み
認
め
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て

い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
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２　

現
二
一
条
と
旧
二
〇
条
と
の
関
係

　

現
二
一
条
は
、
一
文
で
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
、
二
文
で
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
っ

た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
同
条
の
理
論
的
基
礎
に
つ
い
て
は
、
第
一
二
条
第
二
項
が
故
意
概
念
と
し
て
「
認
識
及
び
意
思

を
も
っ
て
行
為
を
し
た
者
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故
意
で
犯
し
た
も
の
と
す
る
。
犯
罪
事
実
の
実
現
を
あ
り
う
る
と
考
え
、
そ
れ
を

認
容
し
た
者
は
、
す
で
に
故
意
で
行
為
し
た
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
し
、
違
法
性
の
意
識
（
の
可
能
性
）
を
故
意
の
要
素
と
は
し

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り（

（4
（

、
責
任
説
を
前
提
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
二
〇
〇
二
年
改
正
草
案
の
理

由
書
に
よ
れ
ば
、
旧
二
〇
条
と
草
案
一
九
条
と
で
は
内
容
に
本
質
的
な
変
更
は
な
く
、
草
案
一
九
条
と
現
二
一
条
と
は
同
一
の
内
容

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
現
二
一
条
と
旧
二
〇
条
と
の
間
に
は
連
続
性
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
旧
二
〇
条
の
下
で

の
違
法
性
の
意
識
や
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
判
例
や
学
説
に
よ
る
議
論
に
つ
い
て
は
現
二
一
条
に
も
妥
当
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ

て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
判
例
は
、
旧
二
〇
条
に
お
け
る
「
十
分
な
理
由
」
に
つ
い
て
、
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
で
き
な
い
こ
と
と
同
義
の

も
の
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
現
二
一
条
の
下
で
の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
旧
二
〇
条
の
「
十
分
な
理
由
」
に

関
し
て
判
示
し
た
内
容
が
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

次
章
以
下
で
は
、
現
在
の
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
、
①
違
法
性
の
意
識
に
関
す
る
議
論
、
そ
し
て
、
②
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る

議
論
を
取
り
上
げ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
示
し
た
も
の
と
し
て
旧
二
〇
条
に
関
す
る
判
例
が
参
照
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
本
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
旧
二
〇
条
と
現
二
一
条
と
の
間
に
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。



42

法学研究 92 巻 2 号（2019：2）

三　
「
違
法
性
の
意
識
」
に
つ
い
て

　

現
二
一
条
を
適
用
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
行
為
者
が
自
己
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
す
な
わ
ち
、
行
為
者
が
違

法
性
の
意
識
な
く
行
為
に
出
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
同
条
一
文
前
段
）。
そ
の
た
め
、
違
法
性
の
意
識
の
内
容
を
い
か
に
解
す
る
か

に
よ
り
、
一
見
す
る
と
行
為
者
が
違
法
性
の
錯
誤
に
陥
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
な
お
行
為
者
に
は
違
法
性
の

意
識
が
認
め
ら
れ
て
現
二
一
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
場
合
も
あ
る（

（4
（

。

　

本
章
で
は
、
違
法
性
の
意
識
の
内
容
に
つ
い
て
判
例
の
理
解
を
中
心
に
確
認
し
、
い
か
な
る
場
合
に
違
法
性
の
意
識
を
欠
く
と
し

て
違
法
性
の
錯
誤
と
な
る
の
か
（
現
二
一
条
の
適
用
範
囲
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
一
）　

判
例
の
立
場

　

行
為
者
が
実
定
法
の
規
範
に
抵
触
す
る
こ
と
を
行
う
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
違
法
性
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る（

（4
（

。

　

判
例
は
、
違
法
性
の
意
識
の
内
容
に
関
し
て
、
破
棄
院
一
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
判
決（

（4
（

や
破
棄
院
一
九
七
八
年
一
二
月
一
九
日

判
決（

（4
（

な
ど
に
お
い
て
同
旨
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。

　

旧
「
二
〇
条
に
関
す
る
判
例
に
よ
れ
ば
、
法
律
の
錯
誤
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
分
は
何
ら
違
法
な
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い

と
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
理
由
が
あ
る
者
の
み
で
あ
り
、
単
に
当
該
行
為
が
犯
罪
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
た
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
他
方
で
、
法
律
の
錯
誤
を
排
斥
す
る
た
め
に
は
、
予
定
し
て
い
る
行
為
が
正
し
い
こ
と
に
抵
触
す
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
認
識
が
あ
れ

ば
十
分
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
一
般
市
民
に
よ
る
よ
う
な
法
的
な
価
値
観
念
に
関
す
る
素
人
的
評
価
で
足
り
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
上
述
の
意
味
に
お
い
て
、
自
己
の
行
為
が
そ
の
生
活
す
る
法
共
同
体
の
法
観
念
に
抵
触
す
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
者
は
、
行
為
の
違
法
性
を
認
識
し
て
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
の
は
、
一
般
に
法
秩
序
は
、
少
な
く
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と
も
重
大
な
倫
理
違
反
は
通
常
は
法
的
に
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
支
配
的
な
倫
理
的
価
値
観
念
に
合
致
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
自
己
の
行
為
が
支
配
的
な
道
徳
的
指
針
に
反
し
て
い
る
と
い
う
行
為
者
の
感
覚
は
、
行
為
者
の
違
法
性

の
意
識
の
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
特
に
基
礎
的
な
倫
理
的
価
値
が
問
題
と
な
る
と
き
、
通
常
は
倫
理
的
価
値
の
侵
害
の
認
識
が
法
的
規

制
の
違
反
の
認
識
の
徴
憑
で
あ
る
と
い
う
法
的
規
則
も
ま
た
首
肯
で
き
る
。」

　

右
に
引
用
し
た
破
棄
院
一
九
七
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
は
、
南
イ
タ
リ
ア
出
身
の
行
為
者
が
ス
イ
ス
刑
法
で
は
一
五
歳
未
満
の

児
童
と
の
性
交
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
一
九
一
条
）
を
知
ら
ず
に
、
交
際
中
の
女
児
の
年
齢
を
知
り
な
が
ら
性
交
を
繰
り
返
し

た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
結
論
と
し
て
行
為
者
に
は
違
法
性
の
意
識
が
な
か
っ
た
旨
判
示
し
て
い
る
（
違
法
性
の
意
識
の
回
避
可

能
性
判
断
に
つ
い
て
は
後
述
「
五
」
参
照
）。
そ
の
判
断
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

子
供
が
性
的
な
被
害
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
ス
イ
ス
で
は
基
本
的
な
倫
理
的
価
値
に
属
し
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
も
保
護
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
子
供
の
性
的
な
不
可
侵
性
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
が
倫
理
に
反
す
る
と
い
う
認
識
は
、
違
法
性
の
意
識
の
存
在

を
強
く
推
認
さ
せ
、
そ
れ
は
例
外
的
な
事
情
に
よ
っ
て
の
み
覆
し
う
る
。
被
告
人
は
、
法
的
規
制
の
可
能
性
を
ま
っ
た
く
認
識
し
て

い
な
か
っ
た
。
保
護
年
齢
の
概
念
は
、
被
告
人
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
未
知
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
う
る
と
は
一

度
も
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
学
校
に
お
い
て
も
親
戚
や
友
人
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
被
告
人
は
、
ス
イ
ス
の
倫
理
規
範
に
つ
い
て
も
知
識
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
被
告
人
が
知
っ
て
い
た
の
は
、
南
イ
タ
リ
ア
で

は
女
性
と
親
密
な
関
係
を
持
っ
た
後
に
結
婚
し
な
い
こ
と
は
倫
理
に
反
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
規
範

は
、
少
女
・
女
性
の
年
齢
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
当
時
も
そ
し
て
現
在
も
、
相
手
の
少
女
と
の
結
婚
を
望
ん
で
お
り
、

彼
が
唯
一
知
っ
て
い
た
規
範
に
は
違
反
し
て
い
な
い
。
被
告
人
に
は
自
己
の
行
為
が
倫
理
に
違
反
す
る
と
い
う
認
識
は
な
く
、
違
法

性
の
意
識
を
認
め
る
た
め
の
そ
の
他
の
十
分
な
手
が
か
り
は
存
在
し
な
い
。
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（
二
）　

認
識
の
対
象
と
し
て
の
「
違
法
性
」

　

ま
ず
、
認
識
の
対
象
に
関
し
て
は
、
判
例
に
よ
っ
て
も
学
説
に
よ
っ
て
も
、
法
に
違
反
す
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
り
、
道
徳

違
反
の
認
識
で
は
足
り
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
の
行
為
が
道
徳
に
違
反
す
る
と
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
違

法
性
の
錯
誤
に
な
り
う
る
。
も
っ
と
も
、
道
徳
違
反
の
認
識
が
違
法
性
の
意
識
あ
る
い
は
違
法
性
の
錯
誤
の
議
論
に
お
い
て
持
つ
意

味
に
関
し
て
は
、
判
例
は
、
道
徳
違
反
の
認
識
が
通
常
は
違
法
性
の
意
識
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
事
情
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る（

（4
（

。
こ

の
よ
う
な
理
解
に
対
し
て
は
、
法
と
道
徳
の
峻
別
の
観
点
か
ら
反
対
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る（

（4
（

。
た
だ
し
、
判
例
に
反
対
す
る
見
解
も

基
礎
的
な
倫
理
的
価
値
観
に
違
反
す
る
と
い
う
認
識
が
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
の
議
論
に
お
い
て
何
ら
の
意
味
も
持

た
な
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
示
す
根
拠
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
す
る（

（4
（

。

　

他
方
で
、
違
法
性
の
意
識
が
あ
る
と
認
め
る
た
め
に
は
、
可
罰
性
の
認
識
や
適
用
さ
れ
る
法
規
の
正
確
な
認
識
ま
で
は
必
要
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
行
為
者
が
違
反
し
た
規
範
が
法
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
れ
ば
、
行
為
者
が
自
己
の
行

為
は
処
罰
の
対
象
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
は
違
法
性
の
意
識
は
否
定
さ
れ
ず
違
法
性
の
錯

誤
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
三
）　

違
法
性
の
意
識
の
「
程
度
」
等

　

判
例
に
よ
れ
ば
、
違
法
性
の
意
識
の
存
在
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
何
か
違
法
な
こ
と
を
行
う
と
い
う
「
漠
然
と
し
た
感
覚
」
が

あ
れ
ば
、
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
そ
し
て
、
裁
判
官
の
よ
う
な
正
確
な
違
法
性
の
認
識
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
素
人
的
な
認

識
が
あ
れ
ば
、
違
法
性
の
意
識
は
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
違
法
性
の
意
識
は
お
よ
そ
存
在
す
る
か
存
在
し
な
い
か
で
は
な
く
、
行
為
者
に
対
す
る
非
難
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
当
該

犯
罪
と
の
関
係
で
有
無
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
許
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
積
極
的
安
楽
死
行
為
を
行
っ
た
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者
に
対
し
て
、
使
用
し
た
毒
物
が
違
法
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
と
い
う
理
由
で
、
積
極
的
安
楽
死
行
為
に

つ
い
て
違
法
性
の
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い（

（5
（

。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
性
的
強
要
の
認
識
で
、
一
六
歳
未
満
の
者
に
対

す
る
性
的
行
為
の
違
法
性
の
意
識
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

違
法
性
の
意
識
に
関
し
て
は
、
確
認
犯
に
つ
い
て
違
法
性
の
意
識
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
結
論
と
し
て
確
信
犯
も
違
法
性
の
意
識
を
有
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
①
違
法
性
の
意
識
を

認
め
る
た
め
に
は
、
客
観
的
な
法
秩
序
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
決
定
的
で
あ
り
、
当
該
行
為
者
の
主
観
的
な
法
感
情
は
重

要
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
確
信
犯
に
も
違
法
性
の
意
識
は
否
定
さ
れ
な
い（

（5
（

、
あ
る
い
は
、
②
確
信
犯
も
自
分
が
違
反
し
て
い
る
法
規

範
を
認
識
し
て
お
り
、
違
法
性
の
意
識
は
否
定
さ
れ
な
い（

（5
（

、
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
確
信
犯
で
あ
っ
て
も
、
自

己
の
行
為
が
（
当
該
犯
人
に
よ
れ
ば
改
変
を
要
す
る
）
現
在
の
実
定
法
秩
序
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
違
法
性
の
意
識
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
四
）　

小　

括

　

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
の
内
容
に
関
し
て
は
、
ま
ず
認
識
の
対
象
に
つ
い
て
は
、
①
一
般
的
違
法
性
で
足
り
、
②

刑
法
的
違
法
の
認
識
ま
で
は
要
求
し
な
い
一
方
で
、
③
道
徳
違
反
の
意
識
で
は
足
り
な
い
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
④

道
徳
違
反
の
認
識
は
違
法
性
の
意
識
の
存
在
を
推
認
さ
せ
る
事
情
と
な
る
。
次
に
、
認
識
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
漠
然
と
し
た
感
覚

で
足
り
、
素
人
的
な
認
識
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
認
識
の
対
象
と
し
て
の
「
違
法
性
」
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
で
は
右
の
と
お
り
刑
法
的
違
法
性
の
認
識
は
不
要
と
す
る
の

が
判
例
・
通
説
と
な
っ
て
い
る（

（5
（

。
な
ぜ
一
般
的
違
法
の
認
識
で
足
り
る
と
さ
れ
て
い
る
の
か
に
関
し
て
は
、
立
法
に
携
わ
っ
た
専
門

家
委
員
会
の
委
員
た
ち
が
「
違
法
性
の
意
識
」
を
、
刑
法
的
違
法
性
の
認
識
と
い
う
意
味
で
考
え
て
い
た
の
か
、
一
般
的
違
法
性
の
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認
識
と
い
う
意
味
で
考
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
委
員
の
挙
げ
る
事
例
な
ど
か
ら
は
後
者
で
足

り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
、
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る（

（5
（

。

四　
「
違
法
性
の
錯
誤
」
に
つ
い
て

（
一
）　

意
義
と
種
類

　

前
章
で
示
し
た
意
味
に
お
け
る
「
違
法
性
の
意
識
」
を
行
為
者
が
有
し
て
い
な
い
場
合
、
行
為
者
は
「
違
法
性
の
錯
誤
」（
法
律

の
錯
誤
な
い
し
禁
止
の
錯
誤
と
も
い
わ
れ
る
）
に
陥
っ
て
い
る
。
事
実
の
錯
誤
で
故
意
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も

違
法
性
の
錯
誤
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
法
性
の
錯
誤
は
、
法
的
な
構
成
要
件
に
属
す
る
事
情
を
事
実
的
・
社
会

的
意
味
に
お
い
て
認
識
し
て
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
当
該
行
為
が
法
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
認
識
を
行
為
者
が
有
し
て
い
な
い
場

合
に
認
め
ら
れ
る（

（5
（

。

　

違
法
性
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
、
直
接
的
禁
止
の
錯
誤
（
行
為
者
が
当
該
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
い
場
合
）、
間
接
的
禁
止
の
錯
誤
（
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
許
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
る
場
合
）
と
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
直
接
的
な
禁
止
の
錯
誤
が
生
じ
る
例
と
し
て
は
、
特
別
刑
法
の
領
域
に
属
す
る
犯
罪
の
場
合
や
行
為
者
が

異
な
る
法
文
化
圏
の
出
身
者
で
あ
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
間
接
的
な
禁
止
の
錯
誤
は
、
逮
捕
法
の
射
程
範
囲
を
誤
解

し
た
場
合
や
、
武
器
使
用
要
件
の
射
程
範
囲
を
誤
解
し
た
場
合
な
ど
に
生
じ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

も
っ
と
も
、
現
二
一
条
が
両
者
を
区
別
し
て
異
な
る
法
律
効
果
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
責
任
非
難
の
観
点
か

ら
は
異
な
る
性
格
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
意
思
決
定
に
対
す
る
非
難
可
能
性
を
否
定
す
る
、
あ
る
い
は
減
少
さ
せ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る（

（6
（

。
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（
二
）　

法
律
効
果

　

現
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
違
法
性
の
錯
誤
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
法
律
効
果
は
、
錯
誤
が
回
避
可
能
か
否
か
に
よ
り
異
な
る
。
す
な

わ
ち
、
①
錯
誤
が
回
避
で
き
な
か
っ
た
と
き
（
違
法
性
の
錯
誤
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
き
、
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
す
ら
認
め
ら
れ

な
い
と
き
）
に
は
責
任
が
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
当
該
犯
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
（
現
二
一
条
一
文
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
②

錯
誤
が
回
避
可
能
で
あ
っ
た
と
き
（
違
法
性
の
錯
誤
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
き
、
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
）
は
、
行
為
者
の
責
任
は
否
定
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
犯
罪
の
成
立
は
肯
定
さ
れ
る
が
、
刑
が
必
要
的
に
減
軽（

（6
（

さ

れ
る
（
現
二
一
条
二
文
）。

　

こ
の
よ
う
に
現
二
一
条
二
文
で
は
、
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
可
能
な
場
合
の
法
律
効
果
と
し
て
、
刑
の
必
要
的
減
軽
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
従
前
の
判
例
が
錯
誤
が
回
避
可
能
な
場
合
に
は
旧
二
〇
条
の
適
用
を
認
め
ず
、
刑
の
免
除
は
も
ち

ろ
ん
刑
の
減
軽
も
行
わ
な
か
っ
た
点
が
通
説
に
よ
る
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
通
説
は
、
錯
誤
が
回
避
可
能
な
場
合
に
は
、
違

法
性
の
認
識
が
完
全
に
排
斥
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
多
少
な
り
と
も
認
識
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
回
避
可
能

性
の
程
度
に
応
じ
て
刑
を
減
軽
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
現
二
一
条
二
文
の
規
定
は
、
こ
の
よ
う
な
通
説
の
見
解
と
一
致
す
る
内
容

の
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。

　

以
上
の
と
お
り
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
有
無
に
よ
り
法
律
効
果
が
異
な
る
。
し
か
し
、（
た
と
え
ば
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
で
は
条

文
上
い
か
な
る
場
合
に
非
難
可
能
性
が
否
定
さ
れ
て
行
為
者
が
免
責
さ
れ
る
の
か
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
）
現
二
一
条
に

は
、
い
か
な
る
基
準
で
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
有
無
を
判
断
す
る
の
か
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
が
判

例
お
よ
び
学
説
に
よ
る
重
要
な
解
釈
問
題
と
な
る
。
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（
三
）　

錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断

　

す
で
に
見
た
と
お
り
、
旧
二
〇
条
は
、
行
為
者
が
「
十
分
な
理
由
」
に
よ
り
錯
誤
に
陥
っ
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

当
時
の
判
例
は
、
同
規
定
に
つ
い
て
、
違
法
性
の
錯
誤
が
回
避
で
き
な
い
場
合
に
「
十
分
な
理
由
」
が
あ
る
と
認
め
て
お
り
、「
十

分
な
理
由
」
の
有
無
に
関
す
る
判
断
は
回
避
可
能
性
の
判
断
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
旧
二
〇
条
に
お
け
る
「
十
分
な

理
由
」
の
有
無
に
関
す
る
判
例
の
判
断
は
、
現
二
一
条
に
お
け
る
「
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
え
る
か
否
か
、
つ
ま

り
、
違
法
性
の
錯
誤
の
回
避
不
可
能
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
も
、
意
義
を
有
す
る（

（6
（

。
以
下
、
本
稿
で
旧
二
〇
条
下
の
判
例
を
引
用
す

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

1　

判
断
基
準
に
つ
い
て

　

違
法
性
の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
判
断
す
る
基
準
に
関
し
て
は
、
錯
誤
が
「
良
心
的
な
人
（gew

issenhafter M
ensch

）」
も
ま

た
行
為
者
と
同
様
に
違
法
性
の
錯
誤
に
陥
っ
た
と
い
え
る
よ
う
な
事
情
に
基
づ
い
て
い
る
か（

（6
（

が
上
位
の
一
般
的
な
基
準
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
よ
り
具
体
的
な
基
準
と
し
て
、
行
為
者
が
、
そ
の
契
機
が
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
熟
考
す
る
こ
と
又
は
助
言
を
得
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
行
為
の
違
法
性
を
知
る
た
め
の
客
観
的
に
利
用
可
能
な
機
会
を
利
用
し
な
か
っ
た
の
か（

（6
（

、
と
い
っ
た
基
準
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（6
（

。
代
表
的
な
注
釈
書
な
ど
に
よ
り
、
判
断
基
準
を
示
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
判
断
基
準
の
具
体
化
を
試
み
た
も

の
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
が
、
次
の
破
棄
院
一
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
で
あ
る（

（6
（

。
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　

旧
二
〇
条
に
い
う
「
理
由
が
十
分
で
あ
る
の
は
、
法
律
の
錯
誤
が
、
良
心
的
な
人
も
ま
た
当
該
錯
誤
に
陥
る
よ
う
な
事
実
に
基
づ
い
て
生

じ
て
い
る
た
め
、
行
為
者
が
そ
の
法
律
の
錯
誤
を
非
難
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
る
。
法
は
同
時
に
、
行
為
者
に
対
し
て
、
良
心
の
緊
張
、
良
心

的
な
熟
考
又
は
当
局
若
し
く
は
信
頼
に
値
す
る
人
物
へ
の
照
会
を
要
求
す
る
。
行
為
者
が
、
そ
の
た
め
の
契
機
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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自
ら
熟
考
す
る
こ
と
又
は
助
言
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
行
為
の
違
法
性
を
知
る
、
客
観
的
に
利
用
可
能
な
機
会
を
利
用
し
な
か
っ
た

場
合
、
回
避
可
能
な
法
律
の
錯
誤
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
（
旧
）
二
〇
条
に
よ
れ
ば
些
細
な
法
律
の
錯
誤
で
あ
る
。」

2　
「
契
機
」
の
有
無
に
つ
い
て

　

右
に
引
用
し
た
判
例
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
①
行
為
者
に
行
為
の
違
法
性
を
認
識
す
る
契
機
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
錯
誤
の
回

避
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
②
行
為
の
違
法
性
を
認
識
す
る
契
機
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
㋐
利
用
可
能
な
手

段
・
方
法
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
違
法
性
を
認
識
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
き
も
ま
た
錯
誤
の
回
避
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
㋑
利
用
可
能
な
手
段
・
方
法
を
用
い
な
か
っ
た
と
き
に
は
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る（

（6
（

。

　

具
体
的
に
い
か
な
る
事
情
が
あ
れ
ば
「
契
機
」
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
関
し
て
は
、
見
解
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
契
機
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
示
す
見
解
が
あ
る（

（7
（

。
す
な
わ
ち
、
①
行

為
者
が
自
己
の
行
為
の
適
法
性
に
つ
い
て
疑
い
を
有
し
て
い
る
場
合
、
②
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
為
者
が
自
己

の
行
為
の
適
法
性
に
つ
い
て
疑
い
を
持
つ
は
ず
だ
と
い
え
る
場
合
、
た
と
え
ば
、
㋐
刑
罰
規
定
が
不
明
確
な
い
し
多
義
的
で
、
あ
る

特
定
の
ケ
ー
ス
が
行
為
者
の
知
る
規
定
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
信
が
持
て
な
い
と
き
、
㋑
私
人
か
ら
当
該
行
為
に

つ
い
て
違
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
と
き
、
㋒
行
為
者
が
依
頼
し
た
法
律
の
鑑
定
人
が
私
人
の
と
き
（
法
的
助
言
が
権
限
あ
る
当
局
か

ら
得
た
も
の
で
は
な
い
と
き
）、
㋓
法
的
見
解
に
対
立
が
あ
る
と
き
、
㋔
行
為
者
が
同
様
の
行
為
に
よ
り
以
前
に
有
罪
の
判
決
を
受
け

て
い
る
と
き
、
③
行
為
者
が
法
的
規
制
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
や
適
用
範
囲
に
つ
い
て
知
ら
な
い
場
合
、
④
行
為
者

が
自
己
の
行
為
が
広
く
通
用
し
て
い
る
道
徳
的
な
考
え
方
に
反
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
有
し
て
い
る
場
合
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
行
為
者
が
適
切
な
相
手
方
に
行
為
の
適
法
性
に
つ
い
て
照
会
し
て
肯
定
の
回
答
を
得
た
と
き
か
、
法
律
や
文
献
を
調

査
し
て
肯
定
の
結
論
に
至
っ
た
と
き
の
み
、
責
任
非
難
が
阻
却
さ
れ
る
と
す
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
論
者
が
行
為
者
が
さ
ら
に
熟
慮
・
調
査
す
る
た
め
の
「
契
機
」
が
認
め
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
違
法
性

の
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
と
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、
ⓐ
行
為
者
が
以
前
に
同
一
な
い
し
同
様
の
事
実
関
係
で
無
罪
判

決
を
得
て
い
る
場
合（

（7
（

、
ⓑ
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
に
当
局
が
誤
っ
て
承
認
を
与
え
た
場
合（

（7
（

、
ⓒ
同
種
行
為
が
警
察
に
よ
っ
て
長
期
間

黙
認
さ
れ
て
い
た
場
合（

（7
（

、
ⓓ
外
国
人
が
行
っ
た
犯
罪
が
出
身
地
の
法
秩
序
や
道
徳
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
場
合（

（7
（

、
で
あ
る（

（7
（

。

　

こ
の
ほ
か
に
、
ⓔ
法
律
家
の
間
で
も
見
解
が
分
か
れ
る
ほ
ど
規
定
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
を
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る

ケ
ー
ス
と
し
て
挙
げ
る
見
解
も
あ
り（

（7
（

、
後
述
の
よ
う
に
規
定
の
不
明
確
性
を
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
す
る
事
情
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
判
例（

（7
（

も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
前
述
の
②
㋐
の
よ
う
に
む
し
ろ
熟
慮
な
い
し
調
査
の
契
機
の
存
在
を
肯
定
す
る
事
情
と
し

て
理
解
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

次
章
で
は
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
し
た
実
際
の
ケ
ー
ス
を
素
材
に
、
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
錯
誤
の
回
避
可
能

性
判
断
の
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
。

五　

若
干
の
検
討

（
一
）　

錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
と
そ
の
性
格

1　

錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例

　

判
例
が
実
際
に
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
し
た
事
例
、
あ
る
い
は
、
判
断
の
中
で
あ
る
一
定
の
事
情
を
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を

否
定
す
る
事
情
と
し
て
示
唆
し
た
事
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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（
1
）　

異
な
る
法
文
化
圏
の
出
身
者
―
―
破
棄
院
一
九
七
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
判
例
①
）

　

ま
ず
、
破
棄
院
一
九
七
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
（
第
三
章
で
既
出
）
で
あ
る（

（7
（

。
事
案
は
、
シ
チ
リ
ア
出
身
で
一
九
七
二
年
か
ら

ス
イ
ス
に
住
む
Ｒ
（
二
〇
歳
）
は
、
一
九
七
七
年
の
初
夏
か
ら
秋
ま
で
、
自
分
の
交
際
相
手
の
女
性
（
一
五
歳
）
と
、
年
齢
を
知
り

な
が
ら
性
交
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
一
審
は
、
児
童
と
の
性
交
の
罪
（
一
九
一
条
一
項
）
で
Ｒ
を
有
罪
に
し
た
が
、

旧
二
〇
条
を
適
用
し
て
刑
を
免
除
し
た
。
控
訴
審
も
当
該
判
断
を
是
認
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
は
、
Ｒ
は
処
罰
さ
れ
る
べ

き
で
、
控
訴
審
の
判
決
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
上
訴
し
た
。

　

破
棄
院
は
、
①
Ｒ
に
つ
い
て
違
法
性
の
意
識
を
欠
い
て
い
た
と
認
め
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
、
②
「
十
分
な
理
由
」
の
存
在

も
肯
定
し
た
。
児
童
と
の
性
交
の
罪
と
い
う
刑
法
の
中
核
的
領
域
に
属
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
行
為
者
の
事
情
を
理
由
に
法
律
の
錯

誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
し
て
刑
を
免
除
し
た
珍
し
い
事
例
で
あ
る
。

　

旧
「
二
〇
条
に
い
う
理
由
が
十
分
な
の
は
、
法
律
の
錯
誤
が
、
良
心
的
な
人
も
ま
た
当
該
錯
誤
に
陥
る
よ
う
な
事
実
関
係
に
基
づ

い
て
生
じ
て
い
る
た
め
、
行
為
者
を
非
難
し
え
な
い
場
合
の
み
で
あ
る
。
法
は
同
時
に
、
行
為
者
に
対
し
て
、
良
心
の
緊
張
、
良
心

的
な
熟
考
又
は
、
当
局
若
し
く
は
信
頼
に
値
す
る
人
物
へ
の
調
査
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
契
機
が
存
在
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
者
が
こ
れ
を
怠
る
場
合
、
行
為
者
は
回
避
可
能
な
錯
誤
、
し
た
が
っ
て
、（
旧
）
二
〇
条
に
よ
れ
ば
些
細

な
法
律
の
錯
誤
に
陥
っ
て
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
。」

　

原
審
の
事
実
認
定
（
前
述
「
三
」「（
一
）」
参
照
）
に
基
づ
く
と
、
Ｒ
は
自
己
の
行
為
の
許
容
性
に
つ
い
て
良
心
的
に
熟
考
す
る
契

機
あ
る
い
は
信
頼
に
値
す
る
人
物
に
照
会
す
る
契
機
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
契
機
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
は
、

自
己
の
行
為
の
適
法
性
に
疑
い
を
持
っ
て
い
た
場
合
や
、
疑
い
を
有
し
て
い
た
は
ず
だ
と
い
え
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
倫
理
規
範
に

違
反
す
る
可
能
性
の
た
め
に
法
秩
序
へ
の
抵
触
に
思
い
至
る
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
Ｒ
に
は
、
自
己
の
行
為
と
倫
理
秩
序

や
法
秩
序
と
は
当
然
に
両
立
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
せ
た
特
別
な
人
的
関
係
の
た
め
に
、
当
て
は
ま
ら
な
い
。
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破
棄
院
は
概
ね
右
の
よ
う
に
判
示
し
、
結
論
と
し
て
検
察
官
の
上
訴
を
棄
却
し
た
。

（
2
）　

過
去
の
同
様
の
行
為
に
関
す
る
無
罪
判
決
の
存
在
―
―
破
棄
院
一
九
六
五
年
七
月
二
日
判
決
（
判
例
②
）

　

次
に
、
行
為
者
が
過
去
に
同
様
の
行
為
に
つ
い
て
無
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
事
例
と
し
て
は
、
破
棄
院
一
九
六
五
年
七
月
二
日
判

決
が
あ
る（

（7
（

。
事
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｍ
は
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
す
る
ス
イ
ス
人
の
書
籍

協
会
の
会
長
で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
七
月
二
一
日
、
Ｍ
は
日
刊
紙
に
広
告
を
掲
載
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
一
五
回
目
の
夏
の
セ
ー

ル
」、「
七
冊
の
新
刊
が
驚
き
の
価
格
」
と
い
う
表
現
と
と
も
に
、
七
冊
の
書
籍
の
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
価
格
が
示
さ
れ
て
い
た
。
価
格

に
関
し
て
は
、
六
冊
は
五
・
九
フ
ラ
ン
（
一
〇
月
一
日
か
ら
は
七
・
八
フ
ラ
ン
）、
残
り
の
一
冊
は
一
二
・
七
フ
ラ
ン
（
一
〇
月
一
日
か

ら
は
一
七
・
五
フ
ラ
ン
）
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
Ｍ
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
に
違
反
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
。

　

破
棄
院
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
Ｍ
に
つ
い
て
旧
二
〇
条
の
適
用
を
認
め
て
い
る
。

　
（
旧
）「
二
〇
条
は
裁
判
官
に
、
行
為
者
が
当
該
行
為
が
許
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
理
由
を
有
す
る
場
合
に
、

自
由
な
裁
量
に
よ
り
、
刑
を
減
軽
す
る
こ
と
又
は
刑
を
完
全
に
免
除
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
当
該
規
定
は
、
行
為
者
が
当
該
行

為
は
犯
罪
で
は
な
い
と
考
え
た
こ
と
に
理
由
が
あ
る
場
合
に
で
は
な
く
、
自
己
が
な
ん
ら
違
法
な
こ
と
を
行
っ
て
い
な
い
と
考
え
た

こ
と
に
つ
い
て
免
責
さ
れ
う
る
場
合
に
の
み
、
適
用
が
可
能
で
あ
る
。」

　

原
審
は
、
本
件
の
事
実
関
係
に
関
し
て
、
Ｍ
は
今
回
の
「
夏
の
セ
ー
ル
」
に
非
常
に
似
た
一
九
六
二
年
の
「
夏
の
セ
ー
ル
」
で
刑

事
訴
追
さ
れ
た
が
、
区
裁
判
所
に
よ
り
一
九
六
三
年
一
〇
月
一
七
日
に
無
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
検
察
お
よ
び

警
察
は
彼
に
一
九
六
三
年
一
〇
月
二
四
日
に
書
簡
で
、
検
察
は
当
該
判
決
に
ま
っ
た
く
同
意
で
き
ず
、
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た

場
合
に
は
新
た
な
刑
事
手
続
を
開
始
す
る
と
伝
え
た
こ
と
、
を
認
定
し
た
。

　

同
種
の
行
為
に
関
す
る
無
罪
判
決
は
原
則
的
に
、
当
該
行
為
が
法
秩
序
の
枠
を
超
え
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
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と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
刑
事
裁
判
官
だ
け
が
そ
れ
を
判
断
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
審
が
判
決
を
下
し

た
後
に
唯
一
可
能
な
の
は
、
他
の
裁
判
所
に
よ
る
拘
束
力
あ
る
判
断
に
よ
っ
て
、
一
層
確
か
な
解
決
が
も
た
ら
さ
れ
る
上
訴
だ
け
で

あ
る
。
無
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
Ｍ
は
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
方
、
検
察
に
は
そ
の
道
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
上
訴
を

し
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
か
な
る
理
由
を
有
し
て
い
よ
う
と
も
、
あ
る
い
は
、
そ
の
理
由
が
専
ら
訴
訟
上
の
も
の
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
一
審
の
判
決
が
確
定
し
て
拘
束
力
を
生
じ
る
と
い
う
点
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
加
え
て
、
検
察
が
Ｍ
に
対
し

て
書
簡
で
、
検
察
が
当
該
判
決
は
誤
り
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
こ
と
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

検
察
は
裁
判
所
と
は
相
違
す
る
見
解
を
伝
え
た
だ
け
で
あ
る
。
当
該
書
簡
に
よ
り
若
干
の
疑
念
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判

官
は
同
じ
事
例
に
お
い
て
再
び
同
じ
判
決
を
す
る
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
Ｍ
に
は
十
分
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
否
定
さ
れ
な
い
。

　

破
棄
院
は
概
ね
右
の
よ
う
に
判
示
し
、
原
審
が
Ｍ
に
（
旧
）
二
〇
条
を
適
用
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
旨
の
判
断
を
示
し
て
い
る（

（8
（

。

（
3
）　

当
局
に
よ
る
違
法
行
為
の
継
続
的
な
黙
認
―
―
破
棄
院
一
九
六
五
年
一
一
月
一
七
日
判
決
（
判
例
③
）

　

当
局
に
よ
る
違
法
行
為
の
継
続
的
な
黙
認
が
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
す
る
事
情
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
た
の
は
、
違
法
駐

車
の
事
案
に
関
す
る
破
棄
院
一
九
六
五
年
一
一
月
一
七
日
判
決
で
あ
る（

（8
（

。
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　
「
州
の
手
続
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
被
告
人
は
、
今
日
も
ま
た
繰
り
返
し
て
、
問
題
の
位
置
に
は
い
つ
も
自
動
車
が
駐

車
さ
れ
て
お
り
、
警
察
が
そ
れ
に
対
し
て
措
置
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
原
審
は
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
言
及

し
て
い
な
い
。
検
察
は
、
違
法
駐
車
は
自
動
車
所
有
者
に
被
告
人
が
し
た
よ
う
な
駐
車
を
す
る
権
利
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
同
じ
反
論
の
み
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
疑
い
も
な
く
正
し
い
。
し
か
し
、
問
題
の
場
所
へ
の
駐
車
が
警
察
に
よ
っ

て
常
に
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
被
告
人
に
つ
い
て
は
（
旧
）
二
〇
条
に
い
う
法
律
の
錯
誤
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が
斟
酌
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
警
察
が
被
告
人
を
、
自
動
車
を
前
述
の
荷
台
に
近
す
ぎ
る
位
置
に
駐
車
し
た
こ
と
の
み
を
理

由
に
摘
発
し
た
こ
と
は
、
被
告
人
の
主
張
に
有
利
に
作
用
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
警
察
が
実
際
に
当
該
場
所
の
端
へ
の
駐
車
を
こ
れ
ま

で
継
続
的
に
許
容
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
事
件
を
区
裁
判
所
に
差
し
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

　

破
棄
院
は
、
こ
の
よ
う
に
、
当
局
に
よ
る
継
続
的
な
黙
認
を
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
す
る
事
情
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
破
棄
院
一
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
判
決（

（8
（

な
ど
は
、
映
画
の
上
映
に
関
し
て
、
問
題
の
映
画
が
他
の

場
所
で
は
異
議
を
唱
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
上
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
は
、
十
分
な
理
由
を
認
め
る
の
に
足
り
な
い
旨
判
示
し
て

い
る
。

（
4
）　

法
令
の
内
容
の
不
明
確
性
―
―
破
棄
院
一
九
七
一
年
四
月
二
一
日
判
決
（
判
例
④
）

　

法
令
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
す
る
事
情
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
事
例
と
し
て
は
、
破
棄
院

一
九
七
一
年
四
月
二
一
日
判
決（

（8
（

が
あ
る
。

　

事
案
の
概
要
は
、
一
九
七
〇
年
三
月
一
七
日
、
州
の
食
品
検
査
官
は
、
被
告
人
の
精
肉
店
で
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
ケ
ー
ゼ
の
サ
ン
プ
ル

を
採
取
し
た
。
サ
ン
プ
ル
を
化
学
的
に
検
査
し
た
結
果
、
五
％
の
脱
脂
粉
乳
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
同
年
三
月
二
〇

日
、
ス
イ
ス
獣
医
局
は
、
健
康
委
員
会
に
通
知
し
、
故
意
の
商
品
偽
装
に
よ
る
処
罰
を
求
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
ケ
ー
ゼ

の
脱
脂
粉
乳
の
含
有
量
は
食
肉
検
査
規
則
六
四
条
三
項
が
許
容
し
て
い
る
量
で
あ
る
二
％
を
超
え
て
お
り
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
粘
着

力
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

区
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
、
偽
装
商
品
を
流
通
に
置
い
た
罪
（
刑
法
一
五
四
条
二
項
）
で
有
罪
と
し
、
ま
た
、
消
費
者
の
期
待
を

裏
切
っ
て
多
す
ぎ
る
脱
脂
粉
乳
を
フ
ラ
イ
シ
ュ
ケ
ー
ゼ
に
混
ぜ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
有
罪
と
し
た
。
上
級
裁
判
所
の
抗
告
委
員
会
は
、

被
告
人
の
申
立
て
を
是
認
し
、
検
察
官
に
よ
る
有
罪
判
決
と
処
罰
の
請
求
を
棄
却
し
た
た
め
、
検
察
官
が
上
訴
し
た
。
破
棄
院
は
、
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概
ね
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

　

上
級
裁
判
所
の
抗
告
委
員
会
は
、
法
律
上
の
規
定
に
不
備
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
被
告
人
を
処
罰
す
る
こ
と
は
正
当
化
で

き
な
い
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
食
肉
業
の
た
め
の
専
門
学
校
の
幹
部
で
さ
え
も
、
ス
イ
ス
獣
医
局
に
よ
る
、
脱
脂
粉
乳
の

添
加
は
ペ
ー
ス
ト
の
成
分
全
体
と
の
関
係
で
法
的
な
規
制
に
服
す
る
、
と
い
う
食
肉
検
査
規
則
六
四
条
三
項
の
解
釈
に
精
通
し
て
い

な
か
っ
た
。
専
門
学
校
に
よ
る
精
肉
業
者
へ
の
助
言
も
不
明
確
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
が
、
脱
脂
粉
乳
の

使
用
量
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
も
専
門
技
術
的
に
も
、
他
の
よ
り
制
限
的
に
の
み
許
容
さ
れ
た
添
加
物
の
場
合
と
同
様
の
慎
重
さ
が

必
要
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
正
確
に
は
規
律
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
責
任
を
阻
却
す
る
法
律
の
錯

誤
に
よ
り
刑
が
免
除
さ
れ
う
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
は
、
精
肉
店
主
に
は
当
局
の
規
則
の
遵
守
を
期
待
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
反
論
す
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
は
、
法
に
精
通
し
て
い
な
い
人
が
免
責
さ
れ
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、「
前
提
条

件
は
、
法
規
範
が
十
分
に
明
確
で
、
法
に
精
通
し
て
い
な
い
人
も
ま
た
そ
の
中
の
命
令
又
は
禁
止
を
認
識
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
法

的
な
規
則
に
こ
の
種
の
明
確
性
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
不
備
が
あ
る
場
合
に
は
、
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
為
者
が
、

違
法
性
の
意
識
を
欠
く
ゆ
え
に
非
難
さ
れ
な
い
可
能
性
は
否
定
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
場
合
に
は
、
二
〇
条
に
い
う
法

律
の
錯
誤
を
行
為
者
に
有
利
に
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

破
棄
院
は
、
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
、
法
令
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
を
否
定
す
る
方
向
に
働
く

事
情
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（8
（

。
法
令
の
内
容
が
不
明
確
な
の
で
あ
れ
ば
む
し
ろ
当
該
法
令
を
解
釈
・
運
用
す
る
権
限
を
有
す
る

当
局
に
調
査
・
照
会
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
一
方
で
、
本
判
例
の
よ
う
に
法
令
の
内
容
や
法
制
度
の
不
明
確

性
を
行
為
者
に
不
利
に
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る（

（8
（

。
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（
5
）　

権
限
を
有
す
る
当
局
の
指
示
・
回
答
―
―
破
棄
院
一
九
七
二
年
一
一
月
一
〇
日
判
決
（
判
例
⑤
）

　

最
後
に
、
権
限
を
有
す
る
当
局
の
指
示
を
信
じ
た
場
合
に
関
す
る
事
例
と
し
て
、
被
告
人
が
道
路
交
通
法
に
違
反
し
て
事
故
を
起

こ
し
過
失
傷
害
罪
に
問
わ
れ
た
破
棄
院
一
九
七
二
年
一
一
月
一
〇
日
判
決（

（8
（

が
挙
げ
ら
れ
る
。
破
棄
院
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
被

告
人
に
つ
い
て
法
律
の
錯
誤
を
認
め
た
。

　

原
審
は
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
運
転
手
で
あ
る
被
告
人
を
過
失
傷
害
罪
で
有
罪
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
が
バ
ス
の
停
留
所
に
接
近
す

る
際
に
特
別
の
注
意
義
務
を
わ
ず
か
に
し
か
遵
守
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
人
に
は
、
リ
ド
ー
通
り
か
ら
来
る
自
動
車
に

よ
っ
て
自
己
の
優
先
権
が
無
視
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
道
路
交
通
法
二
六
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
兆
候
が
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、「
被
告
人
に
対
す
る
非
難
は
、
被
告
人
の
上
司
に
対
す
る
非
難
よ
り
も
小
さ
い
。
上
司
は
、
バ
ス
の
運
転
手
に
文
書
で
、

件
の
場
所
で
は
被
告
人
が
そ
う
し
た
よ
う
に
運
転
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
そ
の
際
に
、
被
告
人
に
は
っ
き
り
と
優
先
権
は
バ
ス
の

運
転
手
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
配
慮
す
べ
き
な
の
は
信
号
付
近
に
お
け
る
歩
行
者
の
み
だ
と
命
じ
ら
れ
た
。
バ
ス
の
運

転
手
に
、
都
市
警
察
の
交
通
部
門
の
長
の
了
承
を
得
て
都
市
交
通
会
社
の
幹
部
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
指
示
に
つ
い
て
、
異
な
る
理

解
を
用
意
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
被
告
人
は
、
権
限
を
有
す
る
当
局
に
よ
り
、
は
っ
き
り
と
命
じ
ら
れ
た
行
為
は

許
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
」。

　

破
棄
院
は
、
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
、
結
論
と
し
て
被
告
人
に
法
律
の
錯
誤
を
認
め
た
。

2　

回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
の
性
格

　

以
上
の
よ
う
な
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
た
事
例
の
う
ち
、
判
例
①
で
は
行
為
者
が
ス
イ
ス
と
は
法
文
化
の
異
な
る
南
イ

タ
リ
ア
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
特
殊
な
人
的
な
事
情
が
行
為
者
を
免
責
す
る
判
断
に
と
り
、
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
事
例
で
は
、
過
去
の
同
種
事
案
で
の
無
罪
判
決
（
判
例
②
）
や
、
当
局
に
よ
る
継
続
的
な
違
法
行
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為
の
黙
認
（
判
例
③
）、
法
令
不
明
確
性
（
判
例
④
）、
権
限
を
有
す
る
当
局
の
指
示
・
回
答
（
判
例
⑤
）
と
、
い
ず
れ
も
国
家
側
の
事

情
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
違
法
性
の
錯
誤
に
「
相
当
な
理
由
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
違
法
性
の
意
識
を
欠
い
た
こ
と
に
全
く
無
理
が
な

く
、
行
為
者
を
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
当
該
具

体
的
事
情
の
下
に
お
い
て
。
国
家
の
側
の
事
情
と
行
為
者
の
側
の
事
情
と
を
総
合
考
慮
す
べ
き（

（8
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
違
法
性
の

錯
誤
の
ケ
ー
ス
で
行
為
者
を
免
責
す
る
か
否
か
の
判
断
の
際
に
、
国
家
側
の
事
情
は
考
慮
さ
れ
る（

（8
（

。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
特
に
、
行
為
者
が
当
局
な
い
し
私
人
に
対
し
て
調
査
・
照
会
し
た
結
果
と
し
て
得
た
情
報
が
誤
っ
て
い
た
場

合
の
議
論
が
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
の
判
断
に
お
け
る
①
国
家
側
の
事
情
と
②
行
為
者
側
の
事
情
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
一
つ
の

素
材
と
な
り
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
二
）　

弁
護
士
等
の
私
人
の
回
答
を
信
じ
た
場
合
に
つ
い
て

　

ス
イ
ス
で
は
、
一
般
的
に
は
、
弁
護
士
等
の
私
人
の
回
答
を
信
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
余

地
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
法
令
の
解
釈
に
つ
き
権
限
を
有
す
る
当
局
の
誤
っ
た
助
言
・
回
答
に
基
づ
い
て

違
法
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
と
、
弁
護
士
な
ど
の
私
人
の
誤
っ
た
助
言
・
回
答
に
基
づ
い
て
違
法
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
と
で
は
結

論
に
差
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
当
該
法
令
の
解
釈
権
限
を
有
す
る
当
局
の
誤
っ
た
回
答
を
信
じ
た
場
合
と
、
弁
護
士
な
ど
の
私
人
の
誤
っ
た

回
答
を
信
じ
た
場
合（

（9
（

と
で
は
、
結
論
が
異
な
る
傾
向
に
あ
る（

（9
（

。
当
局
に
調
査
・
照
会
し
た
場
合
と
私
人
に
調
査
・
照
会
し
た
場
合
と

の
結
論
・
傾
向
の
差
異
を
説
明
す
る
際
に
、
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
の
判
断
に
関
し
て
は
複
数
の
視
点
が
存
在
す
る
こ
と
を
端
的

に
認
め（

（9
（

、
国
家
側
の
事
情
の
有
無
（
国
家
の
禁
反
言
）
と
い
う
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
行
為
者
側
か
ら
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（9
（

。
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
錯
誤
の
非
難

可
能
性
の
判
断
基
準
に
は
、
①
熟
考
あ
る
い
は
調
査
を
行
う
契
機
の
存
在
だ
け
で
は
な
く
、
②
調
査
な
ど
の
実
行
可
能
性
と
い
う
事

情
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
弁
護
士
な
ど
の
私
人
へ
の
照
会
に
つ
い
て
は
、
回
答
を
得
て
も
な
お
疑
問
が
残
る
の
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に

別
の
弁
護
士
あ
る
い
は
最
終
的
に
は
法
令
解
釈
の
権
限
を
有
す
る
当
局
に
対
し
て
照
会
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
、
そ
う

す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
法
令
の
解
釈
権
限
を
有
す
る
当
局
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら
な

る
調
査
先
は
想
定
で
き
な
い
。
行
為
者
と
し
て
は
、
最
も
信
頼
に
値
す
る
相
手
か
ら
情
報
を
得
て
お
り
、
す
で
に
調
査
を
尽
く
し
て

い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
当
該
情
報
を
信
用
し
て
意
思
決
定
を
し
、
行
為
に
出
た
こ
と
に
つ
い
て
非
難
を
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
も
し
仮
に
、
行
為
者
が
免
責
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
法
は
行
為
者
に
さ
ら
な
る
調
査
・
照
会
を
期
待
し
義
務
を
課

す
こ
と
に
な
る
が
、
も
は
や
行
為
者
に
は
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
手
段
（
調
査
・
照
会
先
）
が
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
さ
ら

な
る
調
査
・
照
会
義
務
を
課
し
た
場
合
の
履
行
可
能
性
の
有
無
と
い
う
意
味
で
も
、
当
局
の
回
答
と
弁
護
士
な
ど
私
人
の
回
答
と
の

間
に
は
差
が
存
在
す
る
と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
ス
イ
ス
で
は
私
人
に
対
し
て
調
査
・
照
会
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
行
為
者
が
免
責
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
国
家
側
の
事
情
が
な
く
と
も
、
行
為
者
と
し
て
調
査
を
尽
く
し
た
と
い
え
れ
ば
、
免
責
さ
れ
る
可
能
性

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
れ
ば
行
為
者
が
免
責
さ
れ
る
の
か
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ス
イ
ス
で
は
近
時
、
弁
護
士
や
大
学
教
授
な
ど
に
照
会
を
行
っ
た
場
合
に
も
二
一
条
の
適
用
可
能
性
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
と
改
め
て
主
張
す
る
見
解（

（9
（

が
見
ら
れ
、
私
人
の
回
答
の
場
合
に
免
責
を
認
め
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
、
①
法
的

助
言
と
当
該
行
為
と
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
、
②
法
的
助
言
者
に
検
討
の
た
め
に
、
行
為
者
が
後
に
実
現
す
る
事
実
関
係
が
知
ら

さ
れ
て
い
る
こ
と
（
検
討
事
実
と
実
現
事
実
と
の
完
全
な
同
一
性
）、
③
行
為
者
は
、
疑
わ
し
い
行
為
の
実
行
に
関
し
て
、
万
一
の
可

能
性
を
排
除
す
る
た
め
の
助
言
者
の
提
案
に
も
忠
実
に
従
っ
て
い
る
こ
と
、
④
助
言
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
側
面
に
つ
い
て
検
討
し



59

スイス刑法における違法性の意識と違法性の錯誤

て
い
る
こ
と
、
⑤
複
雑
な
法
状
況
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
行
為
者
が
、
裁
判
所
や
学
説
あ
る
い
は
当
局
に
よ
る
反
対
の
見
解
を

指
摘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る（

（9
（

。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
な
が
ら
、
裁
判
で
違
法
性
の
錯

誤
が
問
題
と
な
る
事
案
が
ど
の
よ
う
な
事
案
な
の
か
は
容
易
に
想
像
は
で
き
な
い
が
、
日
本
に
お
い
て
も
具
体
的
な
条
件
の
検
討
は

必
要
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
議
論
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
錯
誤
の
回

避
可
能
性
を
否
定
し
た
判
例
を
素
材
に
、
行
為
者
の
免
責
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

ス
イ
ス
の
議
論
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
他
者
へ
の
調
査
・
照
会
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
百
円
札
模
造
事
件
の
よ
う
な
事
件
で
あ

れ
ば
、
事
前
に
法
的
問
題
の
有
無
に
つ
い
て
照
会
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
正
当
防
衛
や
私
人
に
よ
る
現
行
犯

逮
捕
の
よ
う
に
緊
急
事
態
性
を
前
提
と
す
る
違
法
性
阻
却
事
由
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
誤
解
し
た
、
い
わ
ゆ
る
間
接
的
禁
止
の

錯
誤
の
ケ
ー
ス（

（9
（

で
は
、
正
当
防
衛
に
お
け
る
防
衛
行
為
や
現
行
犯
逮
捕
に
お
け
る
逮
捕
行
為
は
他
人
に
よ
る
侵
害
行
為
や
犯
罪
行
為

を
前
提
と
し
、
行
為
に
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
自
分
で
決
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
他
者
の
回
答
を
信
じ
た
場
合
に
行
為
者

の
免
責
を
認
め
る
た
め
に
は
、
照
会
の
際
に
行
為
者
が
伝
え
た
行
為
と
行
為
者
が
実
際
に
実
行
し
た
行
為
と
の
間
に
同
一
性
が
求
め

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
事
前
に
事
態
を
予
想
す
る
こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
調
査
・
照
会
義
務
と
い
う
発
想
が
な
じ
ま
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
事
例
類
型
毎
に
異
な
る
考
慮
も
必
要
と
な
る（

（9
（

。

　

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
扱
い
も
含
め
て
、
改
め
て
日
本
法
に
お
け
る
あ
り
方
を
検
討
す
る
機
会
を
得
た
い
。
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（
1
）　

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
お
よ
び
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
・
検
討
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
齋
野
彦
弥

『
故
意
概
念
の
再
構
成
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）〔
一
〇
―
一
二
頁
〕、
松
原
久
利
『
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇

二
年
）〔
二
一
七
―
二
二
三
頁
〕・
同
『
違
法
性
の
錯
誤
と
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）〔
二
八
四
―
二
九
一

頁
〕、
西
岡
正
樹
「
刑
法
三
八
条
三
項
た
だ
し
書
に
お
け
る
『
情
状
』
と
違
法
性
の
錯
誤
の
処
理
」
山
形
法
政
六
六
・
六
七
号
（
二
〇
一

七
年
）
一
頁
以
下
〔
二
六
―
二
八
頁
〕
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）　

た
と
え
ば
、
最
高
裁
昭
和
二
三
年
七
月
一
四
日
大
法
廷
判
決
（
刑
集
二
巻
八
号
八
八
九
頁
）。

（
3
）　

刑
集
四
一
巻
五
号
二
三
七
頁
。

（
4
）　

仙
波
厚
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
昭
和
六
二
年
度
）』
一
六
〇
頁
。
ま
た
、
百
円
札
模
造
事
件
よ
り
前
に
も
、
い

わ
ゆ
る
羽
田
空
港
ロ
ビ
ー
デ
モ
事
件
の
第
二
次
上
告
審
で
あ
る
最
高
裁
昭
和
五
三
年
六
月
二
九
日
判
決
（
刑
集
三
二
巻
四
号
九
六
七
頁
）

に
関
す
る
、
佐
藤
文
哉
「
判
解
」『
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
昭
和
五
三
年
度
）』
二
六
三
頁
は
、
相
当
な
理
由
に
基
づ
く
違
法
性

の
錯
誤
は
犯
罪
の
成
立
を
阻
却
す
る
旨
判
示
し
て
第
一
審
の
無
罪
を
是
認
し
た
原
審
の
判
断
に
つ
い
て
、「
判
例
に
は
違
反
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
学
説
の
大
勢
が
示
し
て
い
る
違
法
性
の
錯
誤
の
問
題
が
将
来
進
む
べ
き
方
向
と
合
致
し
て
お
り
、
も
し
当
小
法
廷
が
判
例
に
は

再
検
討
の
余
地
が
あ
り
う
る
と
考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
適
切
な
事
案
が
く
る
ま
で
現
在
の
判
例
を
更
に
固
め
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
は
合
理
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
判
例
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）　

東
京
高
裁
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
六
日
判
決
（
高
刑
集
五
巻
一
三
号
二
六
四
五
頁
）、
東
京
高
裁
昭
和
四
四
年
九
月
一
七
日
判
決

（
高
刑
集
二
二
巻
四
号
五
九
五
頁
）、
東
京
高
裁
昭
和
五
五
年
九
月
二
六
日
判
決
（
高
刑
集
三
三
巻
五
号
三
五
九
頁
）
な
ど
。
百
円
札
模
造

事
件
以
降
で
は
、
比
較
的
近
時
の
も
の
と
し
て
、「
被
告
人
に
は
、
本
件
各
部
品
の
輸
入
が
け
ん
銃
部
品
輸
入
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す

る
違
法
な
行
為
で
あ
る
旨
の
意
識
が
な
く
、
か
つ
、
そ
の
意
識
を
欠
い
た
こ
と
に
つ
い
て
相
当
な
理
由
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
け
ん

銃
部
品
輸
入
罪
の
故
意
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
被
告
人
に
同
罪
は
成
立
し
な
い
」
と
判
示
し
た
大
阪
高
裁
平
成
二
一
年
一
月
二
〇
日

判
決
（
判
タ
一
三
〇
〇
号
三
〇
二
頁
）
が
あ
る
。

（
6
）　

樋
口
亮
介
「
責
任
非
難
の
意
義
―
複
数
の
視
点
の
析
出
と
構
造
化
の
試
み
」
法
律
時
報
九
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
頁
以
下
は
、

違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
に
関
し
て
、「
苛
酷
な
規
範
順
守
要
求
の
禁
止
」
と
「
適
法
と
の
信
頼
を
国
家
が
行
為
者
に
惹
起
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
行
為
者
の
行
為
を
違
法
と
非
難
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
す
る
禁
反
言
」
と
い
う
視
点
が
存
在
す
る
と
指
摘
す
る
（
同
一
〇
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頁
）。

（
7
）　

宮
澤
浩
一
「
ス
イ
ス
刑
法
学
研
究
の
基
礎
」
研
修
三
八
五
号
（
一
九
八
〇
年
）
五
頁
。

（
8
）　

た
と
え
ば
、M

arcel A
lexander N

iggli/Stefan M
aeder, in: M

arcel A
lexander N

iggli/H
ans W

iprächtiger 

（H
rsg.

）, 
Basler K

om
m

entar, Strafrecht I, 3. A
ufl. 2013, A

rt. 2‌1 N
 1‌9 ff. 

以
下
で
は
「BSK

3

」
と
し
て
引
用
す
る
。

（
9
）　Gunhild Godenzi, V

erbotsirrtum
 aufgrund anw

altlicher oder gutachterlicher Beratung?, in: D
aniel Jositsch/

Cristian Schw
arzenegger/W

olfgang W
ohlers （H

rsg.

）, Festschrift für A
ndreas D

onatsch, 2017, S. 5‌7 ff.

（
10
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
と
違
法
性
の
錯

誤
」
慶
應
法
学
三
七
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
九
三
頁
以
下
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
で
は
条
文
上
す
で
に
い
か
な
る
場
合
に
違
法
性

の
錯
誤
に
つ
い
て
行
為
者
を
非
難
で
き
る
の
か
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
関
す
る
判
例
・
学
説
の
理
解
お
よ
び
実
際
に
行
為
者
に
は

非
難
可
能
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
犯
罪
の
成
立
を
否
定
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
四
〇
九
頁
以
下
参
照
。

【
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法　

第
九
条　

法
律
の
錯
誤
（Rechtsirrtum

）】

　

法
律
の
錯
誤
の
た
め
に
犯
行
（T

at
）
の
不
法
（U

nrecht

）
を
認
識
し
な
か
っ
た
者
は
、
そ
の
錯
誤
に
つ
い
て
行
為
者
を
非
難

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
有
責
に
行
為
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

法
律
の
錯
誤
は
、
不
法
が
行
為
者
に
も
何
人
（jederm

ann

）
に
も
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
、
又
は
、
行
為
者
が

そ
の
職
業
（Beruf

）、
業
務
（Beschäftigung
）
若
し
く
は
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
当
該
規
定
に
つ
い
て
知
る
（sich bekannt 

m
achen

）
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

錯
誤
を
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
行
為
者
が
故
意
で
行
為
し
た
と
き
は
故
意
犯
の
法
定
刑
を
適
用
し
、
行
為
者
が
過
失

で
行
為
し
た
と
き
は
過
失
犯
の
法
定
刑
を
適
用
す
る
。

（
11
）　

成
立
当
時
の
内
容
全
般
を
紹
介
・
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
牧
野
英
一
「
ス
イ
ス
の
統
一
新
刑
法
典
」
同
『
刑
法
研
究　

第
十
巻
』

（
有
斐
閣
、
一
九
四
二
年
）
一
五
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
12
）　

当
該
改
正
法
は
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
三
日
に
成
立
し
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

は
、
末
道
康
之
「
ス
イ
ス
刑
法
改
正
に
つ
い
て
―
刑
事
制
裁
論
を
中
心
に
（
一
）
―
」
捜
査
研
究
六
二
七
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
六
頁
以

下
、
同
「
ス
イ
ス
刑
法
改
正
に
つ
い
て
―
刑
事
制
裁
論
を
中
心
に
（
二
）
―
」
捜
査
研
究
六
二
八
号
（
二
〇
〇
四
年
）
六
八
頁
以
下
、
外
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山
美
砂
子
「
ス
イ
ス
刑
法
改
正
に
つ
い
て
―
犯
罪
論
を
中
心
に
（
一
）
―
」
捜
査
研
究
六
三
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
六
頁
以
下
、
末
道

康
之
「
ス
イ
ス
刑
法
改
正
に
つ
い
て
―
犯
罪
論
を
中
心
に
（
二
）
―
」
捜
査
研
究
六
三
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
13
）　

条
文
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
小
池
信
太
郎
＝
神
馬
幸
一
（
訳
）「
ス
イ
ス
刑
法
典
第
一
編
総
則
」
慶
應
法
学
三
六
号
（
二
〇
一
六
年
）

三
〇
二
頁
、
葛
原
力
三
＝
川
口
浩
一
（
監
訳
）「
ス
イ
ス
刑
法
典
総
則
改
正
草
案
（
一
）」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
二
巻
一
号
（
二
〇
〇
二

年
）
一
三
一
頁
以
下
、
吉
田
敏
雄
『
責
任
概
念
と
責
任
要
素
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
七
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
14
）　

ス
イ
ス
刑
法
典
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
宮
澤
浩
一
「
比
較
法
的
研
究
―
ス
イ
ス
」
平
場
安
治
＝
平
野
龍
一
（
編
）『
刑
法
改
正

の
研
究
一　

概
論
・
総
則
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
一
〇
三
頁
以
下
、
町
野
朔
「
違
法
阻
却
事
由
と
し
て
の
業
務
行
為
―

ス
イ
ス
刑
法
三
二
条
を
中
心
と
し
て
―
」
平
場
安
治
ほ
か
（
編
）『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集　
第
一
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三

年
）
二
〇
三
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
旧
二
〇
条
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、W

illi Borcherding, Schuld und Irrtum
 im

 
schw

eizerischen und deutschen Strafrecht, 1941, S. 6‌6 ff.; Peter N
oll, U

nrechtsbew
usstsein im

 schw
eizerischen 

Strafrecht,in: Schw
eizerische Beiträge zum

 vierten internationalen K
ongress für Rechtsvergleichung, 1954, S. 209 

ff.

（
15
）　

当
時
の
連
邦
刑
法
典
お
よ
び
各
州
（
カ
ン
ト
ン
）
の
刑
法
典
の
内
容
に
つ
い
て
は
、Carl Stooss, D

ie Schw
eizerischen 

Strafgesetzbücher zur V
ergleichung zusam

m
engestellt und im

 A
uftrage des Bundesrathes, 1890; Carl Stoos, D

ie 
Grundzüge des Schw

eizerischen Strafrechts im
 A

uftrage des Bundesrathes, Bd. I, 1892; Carl Stoos, D
ie Grundzüge 

des Schw
eizerischen Strafrechts im

 A
uftrage des Bundesrathes, Bd. II, 1893 

に
整
理
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　V

orentw
urf zu einem

 Schw
eizerischen Strafgesetzbuch, A

llgem
einer T

eil, Im
 A

uftrage des Bundesrates 
ausgearbeitet von C

arl Stooss, 1893; Schw
eizerisches Strafgesetzbuch, V

orentw
urf im

 A
uftrage des 

schw
eizerischen Bundesrates ausgearbeitet von Carl Stooss, 1894.

（
17
）　Schw

eizerisches Strafrecht, V
erhandlungen der von dem

 Eidgenössischen Justiz- und Polizeidepartem
ent 

einberufenen Expertenkom
m

ission über den V
orentw

urf zu einem
 Schw

eizerischen Strafgesetzbuch, Band I und 
II, 1 896.

（
18
）　V

orentw
urf zu einem

 Schw
eizerischen Strafgesetzbuch und zu einem

 Bundesgesetz betreffend Einführung 
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des schw
eizerischen Strafgesetzbuches. N

ach den Beschlüssen der von dem
 eidgenössischen Justizdepartem

ent 
m

it der D
urchsicht des V

orentw
urfs von 1896 beauftragten Expertenkom

m
ission, 1903.

（
19
）　V

orentw
urf zu einem

 Schw
eizerischen Strafgesetzbuch im

 A
uftrage des hohen schw

eizerischen 
Justizdepartem

ent neu gefasst von Prof. C. Stooss, 1908.

（
20
）　V

orentw
urf zu einem

 Schw
eizerischen Strafgesetzbuch, Fassung der zw

eiten Expertenkom
m

ission, 1916.

（
21
）　Entw

urf des Bundesrates an die Bundesversam
m

lung, Schw
eizerisches Strafgesetzbuch, 1918.

（
22
）　

宮
澤
浩
一
「
比
較
法
的
研
究
―
ス
イ
ス
」
平
場
安
治
＝
平
野
龍
一
（
編
）『
刑
法
改
正
の
研
究
一　

概
論
・
総
則
』（
前
掲
注
14
）
一

〇
四
頁
以
下
参
照
。

（
23
）　

こ
れ
以
前
に
も
刑
の
免
除
ま
で
認
め
る
べ
き
旨
の
提
案
は
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、1896 Beratungen der ersten 

grossen Expertenkom
m

ission, Schw
eizerisches Strafrecht, V

erhandlungen der von dem
 Eidgenössischen Justiz- 

und Polizeidepartem
ent einberufenen Expertenkom

m
ission über den V

orentw
urf zu einem

 Schw
eizerischen 

Strafgesetzbuch, Band II, 1896, S. 388

な
ど
。
し
か
し
、
免
除
が
規
定
さ
れ
た
の
は
立
法
過
程
の
最
終
段
階
に
な
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　

な
お
、
日
本
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
錯
誤
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
刑
法
三
八
条
三
項
の
成
立
過
程
に
お
い
て
も
、
法
律
効
果
に
つ
い

て
刑
の
免
除
ま
で
認
め
る
べ
き
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
結
論
的
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
内
田
文
昭
＝
山

火
正
則
＝
吉
井
蒼
生
夫
『
刑
法
〔
明
治
四
〇
年
〕（
六
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
二
六
）』（
信
山
社
、
一
九
九
五
年
）
一
二
九
頁
（
改
正

案
）
お
よ
び
一
七
三
頁
（
提
案
と
採
決
）
参
照
。
し
か
し
、
提
案
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
は
記
録
上
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
含

め
、
日
本
に
お
け
る
立
法
や
議
論
の
沿
革
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

【「
明
治
三
九
年
『
刑
法
改
正
案
』（
二
編
二
八
九
条
）」
第
四
〇
条
】

　

罪
ヲ
犯
ス
意
思
ナ
キ
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
但
法
律
ニ
特
別
ノ
規
定
ア
ル
場
合
ハ
此
限
ニ
在
ラ
ス

　

法
律
ヲ
知
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
罪
ヲ
犯
ス
意
ナ
シ
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
但
情
状
ニ
因
リ
其
刑
ヲ
減
軽
ス

（
24
）　

条
文
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
『
ス
イ
ス
刑
法
典
（
法
務
資
料
三
八
五
号
）』（
一
九
六
四
年
）、
牧

野
英
一
（
前
掲
注
11
）
一
七
二
頁
、
齋
野
彦
弥
（
前
掲
注
1
）
一
〇
頁
を
参
照
し
た
。
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（
25
）　

議
会
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
『
各
国
憲
法
集
（
六
）
ス
イ
ス
憲
法
』（
二
〇
一
三
年
）〔
山

岡
規
雄
〕
一
〇
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
26
）　N

ationalrat, Stenographisches Bulletin der Bundesversam
m

lung, Schw
eizerisches Strafgesetzbuch, W

inter 
1931–W

inter 1937, S. 88. 

な
お
、H

after

の
主
張
に
つ
い
て
は
、1916 Beratungen der zw

eiten grossen Expertenkom
m

ission, 
Schw

eizerisches Strafgesetzbuch, Protokoll der zw
eiten Expertenkom

m
ission, Band II, Septem

ber–O
ktober 1912, 

enthält V
orlage der Redaktionskom

m
ission, Schw

eizerisches Strafgesetzbuch, A
ugust 1 912, S. 88.

（
27
）　Peter N

oll, U
nrechtsbew

usstsein im
 schw

eizerischen Strafrecht, Schw
eizerische Beiträge zum

 vierten 
internationalen K

ongress für Rechtsvergleichung, 1954, S. 209 ff.

（
28
）　Ständerat, Stenographisches Bulletin der Bundesversam

m
lung, Schw

eizerisches Strafgesetzbuch, Frühjahr 
1931–Frühjahr 1932, S. 140.

（
29
）　BGE 7‌0 IV

 97, 98. 
ま
た
、A

ndreas D
onatsch, U

nrechtsbew
usstsein und V

erbotsirrtum
, Schw

ZStr. Bd. 102, 
1985, S. 1‌6

も
参
照
。

（
30
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 18.

（
31
）　Peter N

oll

（
前
掲
注
27
）S. 211.

（
32
）　BGE 7‌0 IV

 97, 100. 

も
っ
と
も
、
本
判
決
以
降
も
刑
の
減
軽
の
可
能
性
の
み
を
検
討
し
て
い
る
事
例
は
存
在
し
て
い
る
。

（
33
）　M

arc Jean-Richard-dit-Bressel, in: Stefan T
rechsel/M

ark Pieth 

（H
rsg.

）, Schw
eizerisches Strafgesetzbuch, 

Praxiskom
m

entar, 3. A
ufl. 2017, A

rt. 2‌1 N
 2

 （
以
下
「PK

3

」
と
す
る
）; BGE 7‌0 IV

 97, 100.

（
34
）　BGE 106 IV

 189, 193.

（
35
）　BGE 120 IV

 313.

（
36
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 18.

（
37
）　BBl II 1999, 1979 （2008

）.

（
38
）　BBl II 1999, 1979 （2008

）.

（
39
）　BBl II 1999, 1979 （2008 f.

）.
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（
40
）　

一
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
訳
に
つ
い
て
は
、
小
池
＝
神
馬
（
訳
）『
ス
イ
ス
刑
法
典
第
一
編
総
則
』（
前
掲
注
13
）
三
〇

〇
頁
を
参
照
し
た
。

【
第
一
二
条　

二
．
故
意
及
び
過
失
。
概
念
（V

orsatz und Fahrlässigkeit. Begriffe

）】

　

法
律
が
明
文
で
別
段
の
定
め
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故
意
で
犯
し
た
者
の
み
罰
す
る
。

　

認
識
及
び
意
思
を
も
っ
て
行
為
を
し
た
者
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故
意
で
犯
し
た
も
の
と
す
る
。
犯
罪
事
実
の
実
現
を
あ
り
う
る

と
考
え
、
そ
れ
を
認
容
し
た
者
は
、
す
で
に
故
意
で
行
為
し
た
も
の
と
す
る
。

　

義
務
に
違
反
す
る
不
注
意
に
よ
り
、
自
ら
の
態
度
の
結
果
を
考
慮
せ
ず
、
又
は
そ
れ
に
配
慮
し
な
か
っ
た
者
は
、
重
罪
又
は
軽
罪

を
過
失
で
犯
し
た
も
の
と
す
る
。
行
為
者
が
状
況
及
び
個
人
的
事
情
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
注
意
を
遵
守
し
な
か
っ
た
と
き

は
、
義
務
に
違
反
す
る
不
注
意
が
あ
っ
た
も
の
と
す
る
。

（
41
）　A

ndreas D
onatsch/Brigitte T

ag, Strafrecht I, 9. A
ufl. 2013, S. 286 f.; BGE 9‌9 IV

 5‌8 f.; BGE 107 IV
 207. 

判
例
は

い
ず
れ
も
故
意
に
違
法
性
の
意
識
は
不
要
で
あ
る
旨
判
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
42
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 13; A

ndreas D
onatsch/Brigitte T

ag

（
前
掲
注
41
）S. 290.

（
43
）　

た
と
え
ば
、
仙
波
厚
「
判
解
」（
前
掲
注
4
）
一
五
五
頁
は
、
百
円
札
模
造
事
件
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
券
Ａ
の
作
成
行
為
に
つ
い
て
、

「
違
法
性
の
意
識
が
あ
っ
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
自
己
の
行
為
が
法
的
に
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
漠
然
と
で
も
表
象
さ
れ

れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
…
…
稀
薄
で
は
あ
っ
た
が
、
違
法
性
の
意
識
は
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
。

（
44
）　Charles H
aenni, in: T

hom
as H

ansjakob/H
orst Schm

itt/Jürg Sollberger

（H
rsg.

）, K
om

m
entierte T

extausgabe 
zum

 revidierten Strafgesetzbuch, 2004, S. 18.

（
45
）　BGE 9‌9 IV

 185.

（
46
）　BGE 104 IV

 217, 218.

（
47
）　BGE 9‌9 IV

 185, 186; BGE 104 IV
 218. 

こ
の
点
に
関
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
で
は
、
成
人
で
責
任
能
力
を
有
す
る
者
に

つ
い
て
は
通
常
、
違
法
性
の
意
識
が
推
定
さ
れ
る
旨
判
示
す
る
も
の
が
あ
る
。O

GH
 27. 7. 1976.

（
48
）　BSK

3 （
前
掲
注
8
） A

rt. 2‌1 N
 14.

（
49
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 14; A

ndreas D
onatsch

（
前
掲
注
29
）S. 17f.; Günter Stratenw

erth, Schw
eizerisches 
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Strafrecht, A

llgem
einer T

eil I, 4. A
ufl. 2011, S. 305 f.

（
50
）　BSK

3 （
前
掲
注
8
） A

rt. 2‌1 N
 15.

（
51
）　BGE 104 IV

 217, 218; BGE 9‌9 IV
 185; BGE 9‌9 IV

 250.
（
52
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 16; Günter Stratenw

erth

（
前
掲
注
49
）S. 306 f.; G. H

eine/G. Jenny/K
.-L. K

unz/H
. 

V
est, T

atbestandes- und V
erbotsirrtum

,. In m
em

oriam
 Prof. D

r. Guido Jenny, Schw
ZStr. Bd. 129, 2011, S. 123.

（
53
）　Günter Stratenw

erth.

（
前
掲
注
49
）S. 306.

（
54
）　PK

3 （
前
掲
注
33
） A

rt. 2‌1 N
 3.

（
55
）　G. H

eine/G. Jenny/K
.-l. K

unz/H
. V

est

（
前
掲
注
52
）S. 122.

（
56
）　K

urt Seelm
ann/Christopher Geth, Strafrecht, A

llgem
einer T

eil, 6. A
ufl. 2016, S. 156.

（
57
）　

可
罰
性
の
認
識
が
欠
け
た
場
合
に
旧
二
〇
条
の
適
用
可
能
性
を
認
め
る
べ
き
旨
の
主
張
に
つ
い
て
は
、Peter N

oll

（
前
掲
注
27
）

S. 211, Fn. 3.

（
58
）　Peter N

oll

（
前
掲
注
27
）S. 211.

（
59
）　G. H

eine/G. Jenny/K
.-L. K

unz/H
. V

est

（
前
掲
注
52
）S. 117 ff. 

（
60
）　K

urt Seelm
ann/Christopher Geth

（
前
掲
注
56
）S. 239.

（
61
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A
rt. 2‌1 N

 8.

（
62
）　

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
「
刑
の
軽
減
（Strafm

inderung

）」
や
「
刑
の
減
軽
（Strafm

ilderung

）」
の
意
味
に
関
し
て
は
、
シ
ュ

ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
（
著
）・
小
池
信
太
郎
（
監
訳
）
薮
中
悠
ほ
か
（
訳
）「
ス
イ
ス
の
刑
事
制
裁
制
度
」
慶
應
法
学
三
六
号
（
二
〇
一
六

年
）
二
五
六
頁
参
照
。

（
63
）　G. H
eine/G. Jenny/K

.-L. K
unz/H

. V
est

（
前
掲
注
52
）S. 117 ff.

（
64
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 18; A

ndreas D
onatsch/Brigitte T

ag

（
前
掲
注
41
）S. 290.

（
65
）　

こ
の
よ
う
な
内
容
を
挙
げ
る
の
は
、BGE 7‌5 IV

 150, 153; BGE 9‌8 IV
 293, 303 

な
ど
。

（
66
）　

こ
の
よ
う
な
内
容
を
挙
げ
る
の
は
、BGE 7‌5 IV

 150, 153; BGE 104 IV
 217, 220 ff. 

な
ど
。
比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
、

BGer, 17. 3. 2008, 6B_430/2007.
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（
67
）　BSK

3

（
前
掲
注
8
）A

rt. 2‌1 N
 18.

（
68
）　BGE 9‌9 IV

 185.
（
69
）　A

ndoreas D
onatsch

（
前
掲
注
29
）S. 25.

（
70
）　A

ndreas D
onatsch/Brigitte T

ag

（
前
掲
注
41
）S. 292.

（
71
）　BGE 9‌1 IV

 164, BGE 9‌9 IV
 186.

（
72
）　BGE 7‌9 IV

 41, BGE 9‌8 IV
 287.

（
73
）　BGE 9‌1 IV

 204.

（
74
）　BGE 104 IV

 218.

（
75
）　A

ndreas D
onatsch/Brigitte T

ag （
前
掲
注
41
） S. 293.

（
76
）　Stefan T

rechsel/M
ark Pieth, Schw

eizerisches Strafrecht, A
llgem

einer T
eil I, 7. A

ufl. 2017, S. 159 f.

（
77
）　BGE 9‌7 IV

 66, BGE 9‌7 IV
 218.

（
78
）　BGE 104 IV

 217.

（
79
）　BGE 9‌1 IV

 165. 

日
本
に
お
け
る
類
似
事
例
と
し
て
は
、
行
為
者
自
身
が
無
罪
判
決
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
高
裁

平
成
八
年
一
一
月
一
八
日
判
決
（
刑
集
五
〇
巻
一
〇
号
七
四
五
頁
）
を
参
照
（
河
合
伸
一
裁
判
官
の
補
足
意
見
も
参
照
）。

（
80
）　

前
述
の
破
棄
院
一
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
判
決
（BGE 9‌9 IV

 185

）
は
、
事
案
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
前
に
同
様
の

事
実
関
係
で
無
罪
判
決
を
得
た
こ
と
は
「
十
分
な
理
由
」
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
は
検
察
が
行
為
者
の
第
二
行
為
の
前
に
検
察
や
警
察
が
以

前
の
第
一
行
為
に
関
す
る
判
決
は
誤
り
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
を
判
示
し
て
い
る
。

（
81
）　BGE 9‌1 IV

 204.

（
82
）　BGE 9‌9 IV

 185.

（
83
）　BGE 9‌7 IV

 57.

（
84
）　

日
本
に
お
い
て
、
処
罰
規
定
の
不
明
確
さ
を
行
為
者
へ
の
非
難
可
能
性
を
否
定
す
る
方
向
で
考
慮
す
る
見
解
と
し
て
、
井
田
良
『
講

義
刑
法
学
・
総
論
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
四
一
四
頁
。

（
85
）　Gunhild Godenzi

（
前
掲
注
9
）S. 68.
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（
86
）　BGE 9‌8 IV

 279.

（
87
）　

仙
波
厚
（
前
掲
注
4
）
一
五
七
頁
。

（
88
）　

一
原
亜
希
子
「
違
法
性
の
錯
誤
と
負
担
の
分
配
（
一
）・（
二
・
完
）」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
三
巻
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
四

頁
以
下
・
五
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
八
二
頁
以
下
、
松
原
芳
博
『
刑
法
総
論
〔
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
三

頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
89
）　PK

3

（
前
掲
注
33
）Art. 2‌1 N

 8; A
ndreas D

onatsch, in: A
ndreas D

onatsch 

（H
rsg.

）, StG
B

 K
om

m
entar, 

Schw
eizerisches Strafgesetzbuch m

it V
-StGB-M

StG und JStG, 20. A
ufl. 2018, A

rt. 2‌1 N
 8.

（
90
）　

大
審
院
昭
和
九
年
九
月
二
八
日
判
決
（
刑
集
一
三
巻
一
二
三
〇
頁
）（
弁
護
士
に
よ
る
誤
っ
た
助
言
の
事
例
）（「
人
ノ
看
守
ス
ル
邸

宅
ナ
ル
コ
ト
ヲ
認
識
シ
ナ
カ
ラ
看
守
人
ノ
意
思
ニ
反
シ
之
ニ
侵
入
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
假
令
辯
護
士
ノ
意
見
ニ
依
リ
侵
入
ス
ル
モ
罪
ト
ナ
ラ
ス

ト
告
ケ
ラ
レ
之
ヲ
信
シ
タ
リ
ト
ス
ル
モ
畢
竟
刑
法
第
百
三
十
條
ノ
解
釋
ヲ
誤
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
家
宅
侵
入
罪
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」）

（
91
）　

樋
口
亮
介
（
前
掲
注
6
）
九
頁
。
弁
護
士
の
回
答
を
信
じ
た
場
合
に
も
免
責
の
余
地
を
認
め
る
見
解
と
し
て
、
髙
山
佳
奈
子
『
故
意

と
違
法
性
の
意
識
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
）
三
五
〇
頁
、
松
原
久
利
『
違
法
性
の
錯
誤
と
違
法
性
の
意
識
の
可
能
性
』（
前
掲
注
1
）

一
四
一
頁
以
下
、
松
原
芳
博
（
前
掲
注
88
）
二
七
四
頁
、
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
〔
第
二
版
〕』（
前
掲
注
84
）
四
一
五
頁
な
ど
。

（
92
）　

樋
口
亮
介
（
前
掲
注
6
）
六
頁
以
下
。

（
93
）　

な
お
、
責
任
論
に
お
い
て
国
家
側
の
事
情
（
違
法
行
為
な
ど
）
の
考
慮
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。

（
94
）　Gunhild Godenzi

（
前
掲
注
9
）S. 5‌7 ff.

（
95
）　Gunhild Godenzi

（
前
掲
注
9
）S. 66.

（
96
）　

ス
イ
ス
の
事
案
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、BGer vom

 8. 11. 2008, 6B_393/2008, 6B_395/2008.

日
本
の
事
案
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
、
東
京
高
裁
昭
和
二
七
年
一
二
月
二
六
日
判
決
（
高
刑
集
五
巻
一
三
号
二
六
四
五
頁
）〔
私
人
に
よ
る
「
現
行
犯
逮
捕
」〕。

（
97
）　Günter Stratenw

erth/W
olfgang W

ohlers, Schw
eizrerisches Strafgesetzbuch, H

andkom
m

entar, 3. A
ufl. 2013, 

A
rt. 2‌1 N

 3.

は
、
錯
誤
の
回
避
可
能
性
判
断
に
際
し
て
、
異
な
る
考
慮
（
間
接
的
禁
止
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
行
為
者
に
有
利
な
積
極
的

事
情
が
必
要
）
を
示
唆
し
て
い
る
。
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〔
付
記
〕　

本
稿
は
公
益
財
団
法
人
升
本
学
術
育
英
会
の
平
成
三
〇
年
度
学
術
研
究
助
成
を
得
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。


